
立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

一
九

（
目
次
）

一
．
は
じ
め
に

二
．
漢
字
の
起
源
―
甲
骨
文
・
金
石
文
研
究
略
史
を
振
り
返
る
―

《
中
国
に
お
け
る
甲
骨
文
・
金
石
文
研
究
略
史
》

《
日
本
に
お
け
る
甲
骨
文
・
金
石
文
研
究
略
史
》

三
．
わ
た
し
の
印
学
―
「
金
印
奴
国
説
へ
の
反
論
」（
一
九
八
三
）
か
ら
「
日
本

の
花
押
と
戦
国
大
名
の
印
章
」（
二
〇
一
八
）
ま
で
の
書
誌

以
上
、（
上
）

四
．
白
川
静
博
士
と
の
出
遭
い
と
わ
た
し
の
印
学
研
究
―
書
簡
・
葉
書
・
講
座
を

通
し
て
―

五
．
印
学
研
究
の
個
別
的
成
果
と
そ
の
方
法
論
―
国
宝
金
印
・
新
邪
馬
台
国
論
・

邸
閣
考
―

《
国
宝
金
印
「
漢
委
奴
国
王
」
印
の
読
み
方
と
志
賀
島
発
見
の
謎
》

《
新
邪
馬
台
国
論
（
筑
紫
女
王
国
・
畿
内
邪
馬
台
国
「
二
王
朝
並
立
論
」
と
「
親

魏
倭
王
」
金
印
・「
魏
率
善
倭
中
郎
将
」「
魏
率
善
倭
校
尉
」
銀
印
）》

《「
魏
志
倭
人
伝
」
の
「
邸
閣
」
と
倭
国
の
官
制
》

六
．
福
岡
県
糸
島
市
三
雲
遺
跡
出
土
刻
書
土
器
の
文
字
学
的
検
討
と
「
白
川
文
字

学
の
検
証
」

七
．
ま
と
め
に
か
え
て

一
．
は
じ
め
に

二
〇
一
九
年
六
月
二
二
日
（
土
曜
日
）
一
四
時
か
ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
、「
第

一
三
回
『
立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
』」
の
表
彰
式
と
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書

館
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
開
か
れ
た
。
元
立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
で
あ
る
真

下
厚
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
白
川
学
と
『
万
葉
集
』」
の
あ
と
、
今
回
の
受
賞
者
は

教
育
普
及
賞
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長
で
あ
る
岡
村
秀
典
氏
（
対
象
業

績
：
鏡
が
語
る
古
代
史
ほ
か
）、
そ
し
て
奨
励
賞
に
台
湾
の
佛
光
大
学
助
理
教
授
で

あ
る
黄
庭
頎
氏
（
対
象
業
績
：
従
述
祖
至
楊
己
―
両
周
「
器
主
曰
」
開
篇
銘
文
研
究

ほ
か
）
が
表
彰
さ
れ
、
杉
橋
隆
夫
所
長
、
芳
村
弘
道
副
所
長
、
白
川
先
生
の
ご
息

女
で
あ
る
津
田
史
氏
ら
を
ま
じ
え
て
の
記
念
撮
影
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
関
係
者

と
の
懇
親
の
ひ
と
と
き
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
お
り
研
究
所
か
ら
第

東
洋
文
字
文
化
研
究

―
白
川
静
博
士
と
わ
た
し
の
印
学
（
上
）

―
久　
　

米　
　

雅　
　

雄



東
洋
文
字
文
化
研
究

二
〇

四
回
の
受
賞
者
で
あ
る
わ
た
く
し
（
業
績
対
象
：
印
章
研
究
）
に
第
一
三
回
の
『
紀

要
』
へ
、
学
生
時
代
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
「
印
学
」
の
立
場
か
ら
執
筆
を
し
て

み
た
ら
と
の
打
診
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
た
び
の
寄
稿
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
て
お
く
と
、
わ
た
く
し
は
愛
媛
県
松
山
市
の
出
身
で
あ

り
、
一
九
六
六
年
に
立
命
館
大
学
文
学
部
史
学
科
（
日
本
史
学
専
攻
）
に
入
学
、

考
古
学
と
古
代
史
を
北
山
茂
夫
門
下
と
し
て
学
び
、
一
九
七
〇
年
の
卒
業
の
後
は

大
阪
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
に
入
庁
し
、
考
古
学
的
な
発
掘
と
国
宝
重
要

文
化
財
、府
指
定
有
形
文
化
財
な
ど
を
扱
う
美
術
工
芸
の
担
当
と
し
て
永
く
勤
め
、

行
政
職
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
二
〇
〇
一
年
に
立
命
館
大
学
よ
り
学
位
論
文
「
日

本
印
章
史
の
研
究
」
に
対
し
て
博
士
号
〔
文
学
〕
を
授
与
さ
れ
た
者
で
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
に
府
庁
を
定
年
退
職
後
、
大
阪
芸
術
大
学
客
員
教
授
と
な
り
、
日
本

美
術
史
・
東
洋
美
術
史
・
工
芸
特
論
（
日
本
で
唯
一
の
印
章
学
を
担
当
）・
博
物

館
学
等
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。

白
川
静
先
生
の
直
接
の
門
下
で
は
な
い
も
の
の
、
わ
た
く
し
自
身
、
東
洋
文
字

学
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
さ
い
わ
い
一
九
八
三
年
の
拙
稿
「
金
印
奴
国
説
へ
の
反

論
」
発
表
以
降
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
ま
で
、
直

接
・
間
接
に
封
書
・
お
葉
書
・
ご
講
演
等
で
ご
縁
を
頂
戴
し
て
参
っ
た
経
緯
も
あ

り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
第
四
回
の
白
川
静
賞
（
教
育
普
及
賞
）
を
い
た
だ
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
今
般
「
東
洋
文
字
学
研
究
―
白
川
静
博
士
と
わ
た
し
の
印
学
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

甲
骨
文
の
発
見
は
公
式
に
は
一
八
九
九
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年

で
ち
ょ
う
ど
一
二
〇
年
の
節
目
に
も
あ
た
る
。
甲
骨
・
金
石
文
研
究
に
は
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
る
が
ま
ず
は
順
序
と
し
て
「
漢
字
の
起
源
―
甲
骨
文
・
金
石
文
研

究
略
史
―
」
か
ら
振
り
返
っ
て
お
き
た
く
思
う
。

二
．  

漢
字
の
起
源

―
甲
骨
文
・
金
石
文
研
究
略
史
を
振
り
返
る
―

一
般
的
に
「
甲
骨
文
」
と
は
「
亀
甲
・
獣
骨
な
ど
に
刻
ま
れ
た
シ
ナ
古
代
の
象

形
文
字
。
占
卜
の
記
録
を
刻
し
た
も
の
。
中
国
河
南
省
殷
墟
か
ら
多
数
発
見
」、「
漢

字
の
前
身
で
、
殷
墟
か
ら
発
見
さ
れ
る
の
で
殷
墟
文
字
、
ま
た
そ
の
大
半
は
卜
占

に
関
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る
た
め
卜
辞
と
も
い
わ
れ
る
。
殷
代
の
歴
史
を
明

ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
、「
金
石
文
」
に

つ
い
て
は
「
中
国
で
、
鐘
や
鼎
の
金
属
器
お
よ
び
碑
・
碣
・
瓦
・
甎
な
ど
石
類
の

上
に
刻
ん
だ
文
字
。
殷
〜
周
代
の
青
銅
器
・
玉
器
・
陶
器
な
ど
の
上
に
刻
ま
れ
た

文
字
を
含
む
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

金
石
文
の
研
究
に
つ
い
て
は
拙
著
『
日
本
印
章
史
の
研
究
』（
二
〇
〇
四
）
の

第
一
章
「
中
国
古
印
の
考
古
学
―
方
寸
の
世
界
に
歴
史
を
よ
む
―
」
の
中
で
も
論

じ
た
よ
う
に
「
中
国
で
は
北
宋
の
時
代
、
と
り
わ
け
仁
宗
皇
帝
（
一
〇
二
二－

一
〇
六
三
）
の
時
代
あ
た
り
か
ら
『
金
石
学
』
が
盛
ん
と
な
り
は
じ
め
、
古
代
の

銅
器
を
蒐
集
し
、
そ
れ
を
実
証
的
に
研
究
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
く

る
」。
そ
の
具
体
的
な
類
例
と
し
て
、欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七－

一
〇
七
二
）
の
『
集

古
録
跋
尾
』、
劉
敞
（
一
〇
一
九－

一
〇
八
八
）
の
『
先
秦
古
器
図
』
な
ど
、
そ

し
て
神
宗
皇
帝
（
一
〇
六
七－

一
〇
八
五
）
時
代
の
沈
括
（
一
〇
三
一－

一
〇
九
五
）
の
『
夢
渓
筆
談
』
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
流
れ
は
元
・

明
代
に
衰
退
を
み
せ
る
も
の
の
、
清
代
に
入
っ
て
顧
炎
武
（
一
六
一
三－

一
六
八
二
）
ら
に
よ
っ
て
「
清
朝
考
証
学
」
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
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二
一

彼
の
『
金
石
文
字
記
』、
銭
大
昕
（
一
七
二
八－

一
八
〇
四
）
の
『
潜
研
堂
金
石

跋
尾
』、
馮
雲
鵬
・
馮
雲

ら
に
よ
る
『
金
石
索
』（
一
八
二
一
：
図
1
）、
呉
式

芬
（
一
七
九
六－

一
八
五
六
）
の
『

古
録
金
文
』（
一
八
九
五
：
図
2
）、『
封

泥
攷
略
』（
一
九
〇
四
）
な
ど
へ
と
さ
ら
な
る
発
展
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

項
で
は
特
に
一
八
九
九
年
の
、
す
な
わ
ち
「
甲
骨
文
発
見
」
以
来
の
古
文
字
研
究

史
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

《
中
国
に
お
け
る
甲
骨
文
・
金
石
文
研
究
略
史
》

一
）
呉
大
澂
（
一
八
三
五－

一
九
〇
二
）
は
清
末
の
金
石
学
者
で
あ
り
書
画
家
で

あ
る
。
江
蘇
省
呉
県
の
出
身
で
あ
り
、
一
八
六
八
年
に
進
士
と
な
り
、
翰
林
院
編

修
、
太
僕
寺
卿
、
左
副
都
御
史
な
ど
を
歴
任
、
一
八
八
五
年
に
は
ロ
シ
ア
と
の
国

境
問
題
を
処
理
、
一
八
八
六
年
に
広
東
巡
撫
、
一
八
九
二
年
に
湖
南
巡
撫
、

一
八
九
四
年
の
日
清
戦
争
の
折
に
は
湘
軍
を
率
い
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
著

書
に
『
字
説
』（
一
九
七
一
）、『
鐘
鼎
籀
篆
大
観
』（
一
九
八
七
）、『
古
玉
図
攷
』

（
一
九
九
七
）
な
ど
が
あ
る
。

二
）
王
懿
栄
（
一
八
四
五－

一
九
〇
〇
）
は
清
末
の
金
石
学
者
で
中
国
の
山
東
省

出
身
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
に
進
士
と
な
り
、
一
八
九
五
年
に
国
子
監
祭
酒
に
任

命
さ
れ
た
。
伝
承
で
は
一
八
九
九
年
に
薬
店
で
購
入
し
た
竜
骨
に
文
字
が
書
か
れ

て
あ
る
の
を
発
見
、
劉
鶚
と
と
も
に
研
究
を
す
す
め
、
殷
代
の
亀
甲
獣
骨
文
字
で

あ
る
こ
と
を
判
定
し
た
功
績
で
有
名
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
の
「
義
和
団
の
乱
」

の
際
に
自
殺
し
た
が
、
著
述
に
『
福
山
金
石
志
』『
天
壌
閣
雑
記
』『
求
闕
文
斎
文

存
』『
漢
石
存
目
』（『
王
文
敏
公
遺
集
』
所
収
）
が
あ
る
。

三
）
孫
詒
譲
（
一
八
四
八－

一
九
〇
八
）
は
清
末
の
学
者
・
教
育
者
で
あ
り
、
中

図 1（1821；1974）



東
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文
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究

二
二

国
の
浙
江
省
温
州
瑞
安
の
出
身
で
あ
る
。「
国
民
の
智
愚
賢
否
は
国
家
の
強
弱
盛
衰

と
関
連
し
て
い
る
」
と
の
立
場
か
ら
「
初
等
小
学
校
を
各
地
に
設
置
し
、
村
か
ら

不
学
の
家
を
な
く
し
、
家
か
ら
不
学
の
童
を
な
く
す
」
こ
と
に
尽
力
し
た
。『
周
礼

正
義
』『
墨
子
間
詁
』
の
ほ
か
、亀
甲
獣
骨
文
字
を
研
究
し
て
『
名
原
』（
一
九
〇
五
）、

『
契
文
挙
例
』（
一
九
一
七
）、
ほ
か
に
『
古
籀
拾
遺
』、『
古
籀
余
論
』
な
ど
の
著

作
が
あ
る
。

四
）
劉
鶚
（
一
八
五
七－

一
九
〇
九
）
は
清
末
の
作
家
・
考
古
学
者
兼
実
業
家
で

あ
り
、
江
蘇
省
六
合
県
の
出
身
で
あ
る
。
字
を
鉄
雲
と
言
い
、
博
学
多
才
で
、「
洋

為
中
用
」
の
立
場
で
西
洋
の
学
問
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。
医
学
・
数
学
・
文

学
・
治
水
学
・
金
石
学
に
も
通
じ
、
実
業
家
と
し
て
の
力
量
も
評
価
の
高
い
も
の

で
あ
っ
た
。
作
品
で
有
名
な
も
の
に
譴
責
小
説
と
も
い
わ
れ
る
『
老
残
遊
記
』
が

あ
り
、
金
石
学
で
は
甲
骨
文
字
研
究
の
基
礎
と
も
言
え
る
『
鉄
雲
蔵
亀
』

（
一
九
〇
三
：
図
3
）、
そ
の
ほ
か
『
鉄
雲
蔵
陶
』（
一
九
〇
四
）、『
鉄
雲
泥
封
』

（
一
九
七
一
）、『
鉄
雲
蔵
貨
』（
一
九
八
六
）
な
ど
が
あ
る
。

五
）
羅
振
玉
（
一
八
六
六－

一
九
四
〇
）
は
清
末
民
初
か
ら
満
州
国
に
か
け
て
活

躍
し
た
考
証
学
者
（
考
古
学
者
兼
教
育
者
）
で
あ
り
、
教
育
制
度
の
改
善
や
西
洋

知
識
の
導
入
に
努
め
た
。
浙
江
省
紹
興
府
上
虞
県
の
出
身
で
あ
り
、
一
八
九
六
年

に
上
海
に
東
文
学
社
を
設
立
し
て
日
本
研
究
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
北
京
農
科

大
学
の
監
督
も
つ
と
め
た
。
亀
甲
獣
骨
文
字
の
発
見
以
降
は
、
先
の
劉
鶚
ら
と
研

究
を
す
す
め
て
『
殷
商
貞
卜
文
字
考
』（
一
九
一
〇
：
図
4
）
を
、
一
九
一
一
年

の
辛
亥
革
命
後
は
日
本
に
亡
命
し
て
、
京
都
で
内
藤
湖
南
を
は
じ
め
と
す
る
日
本

人
学
者
ら
と
交
流
を
も
ち
、
東
洋
学
研
究
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
一
九
一
一

年
、人
を
介
し
て
甲
骨
の
出
土
地
が
殷
墟
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、『
殷
墟
書
契
』

図 2（1895）

図 3（1903）
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第
十
三
號

二
三

（
一
九
一
三
）、『
殷
墟
書
契
考
釈
』（
一
九
一
四
）、『
殷
墟
書
契
菁
華
』（
一
九
一
四
）、

『
鉄
雲
蔵
亀
之
餘
』（
一
九
一
五
）
と
書
き
す
す
め
、
玉
器
・
銅
器
・
骨
角
器
・
石

器
な
ど
を
蒐
集
し
、『
殷
墟
古
器
物
図
録
』（
一
九
一
六
）、『
殷
文
存
』（
一
九
一
七
）、

『
集
殷
虚
文
字
楹
帖
』（
一
九
二
一
）
な
ど
、
研
究
を
深
め
た
。
王
国
維
、
郭
沫
若
、

董
作
賓
と
と
も
に
「
甲
骨
四
堂
」
と
呼
ば
れ
た
。
併
行
し
て
『
斉
魯
封
泥
集
存
』

（
一
九
一
三
）、『
赫
連
泉
館
古
印
存
』（
一
九
一
五
）、『
隋
唐
以
来
官
印
集
存
』

（
一
九
一
六
）
な
ど
、
印
章
研
究
に
着
手
し
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、

子
息
の
羅
福

も
『
古
璽
文
字
徴
附
漢
印
文
字
徴
』（
一
九
三
〇
）
な
ど
の
著
作

で
印
章
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
。
一
九
〇
九
年
以
降
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヘ
デ
ィ

ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
化
し
た
ス
タ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
ぺ
リ
オ

な
ど
に
よ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
（
敦
煌
や
楼
蘭
な
ど
）
に
も
深
い
関
心
を
も
ち
、

王
国
維
と
共
に
ス
タ
イ
ン
の
『
流
沙
訪
古
記
』（
一
九
〇
九
）、『
流
沙
墜
簡
』

（
一
九
一
四
）
の
翻
訳
刊
行
な
ど
に
も
努
め
た
。
帰
国
後
は
、
愛
新
覚
羅
溥
儀
の

家
庭
教
師
を
も
務
め
、
満
州
国
が
成
立
し
た
一
九
三
二
年
に
は
参
議
府
参
議
や
監

察
院
長
を
務
め
た
。「
敦
煌
古
写
本
」「
殷
墟
甲
骨
文
字
」「
紫
禁
城

案
」
な
ど
、

貴
重
な
文
化
財
の
保
全
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
、
金
石
文
の
大
著
と
し
て
『
三

代
吉
金
文
存
』
二
〇
巻
（
一
九
三
六
）
を
遺
し
た
偉
業
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

六
）
王
国
維
（
一
八
七
七－

一
九
二
七
）
は
清
末
民
初
の
学
者
で
あ
り
、
そ
の
研

究
領
域
も
史
学
・
哲
学
・
文
学
・
考
古
学
・
美
学
と
幅
広
く
、「
新
学
術
」
の
開

拓
者
と
さ
れ
る
。
浙
江
省
杭
州
府
海
寧
州
の
出
身
で
、
字
は
静
安
、
号
は
観
堂
で

あ
る
。
羅
振
玉
の
東
文
学
社
で
学
び
、
一
九
〇
一
年
に
日
本
の
東
京
物
理
学
校
に

留
学
、
病
の
た
め
帰
国
し
、
一
九
〇
三
年
か
ら
は
国
内
で
講
じ
て
い
た
。

一
九
一
一
年
に
辛
亥
革
命
が
お
こ
る
と
日
本
に
亡
命
し
、
帰
国
後
、
清
華
研
究
院

教
授
と
な
っ
た
が
、
清
朝
の
悲
運
を
嘆
い
て
入
水
自
殺
し
た
。
羅
振
玉
か
ら
「
清

朝
考
証
学
」
を
学
び
、
西
洋
学
術
の
方
法
論
も
修
得
し
て
、
甲
骨
文
字
の
解
読
や

殷
周
史
の
解
明
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
著
作
に
は
『
国
朝
金
文
著
録
表
』

（
一
九
一
四
：
図
5
）、『
流
沙
墜
簡
』（
一
九
一
四
）、『
殷
墟
卜
辞
中
所
見
地
名
考
』

（
一
九
一
五
）、『
殷
周
制
度
論
』（
一
九
一
七
）、『
戩
寿
堂
所
蔵
殷
墟
文
字
文
存
』

（
一
九
一
七
）、『
観
堂
集
林
』（
一
九
二
三
）、『
海
寧
王
静
安
先
生
遺
書
』

（
一
九
四
〇；

一
九
七
六
）
な
ど
が
あ
る
。「
甲
骨
四
堂
」
の
重
要
人
物
の
ひ
と
り

で
あ
る
。

七
）
郭
沫
若
（
一
八
九
二－

一
九
七
八
）
は
中
華
民
国
、
中
華
人
民
共
和
国
の
文

学
者
・
歴
史
家
・
政
治
家
で
、
四
川
省
楽
山
県
の
出
身
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
に

日
本
に
留
学
、
第
一
高
等
学
校
予
科
で
日
本
語
を
学
び
、
六
高
（
岡
山
大
学
）
を

経
て
、
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
て
い
る
。
帰
国
後
、
新
文
学
運
動
に
参

加
す
る
が
、
中
国
国
民
党
の
蒋
介
石
と
対
立
し
て
中
国
共
産
党
に
入
り
、

図 4（1910）
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二
四

一
九
二
八
年
に
蒋
介
石
の
手
を
逃
れ
て
日
本
へ
亡
命
、
中
国
古
代
史
の
研
究
に
従

事
し
た
。
一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
帰
国
し
て
抗
日
統
一
戦
線
に

参
加
、
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
国
務
院
副
総
裁
・
文

化
教
育
委
員
会
主
席
・
科
学
院
院
長
を
兼
任
し
た
。
一
九
六
六
年
の
文
化
大
革
命

の
お
り
に
は
自
己
批
判
を
お
こ
な
い
、
文
化
大
革
命
を
支
持
し
、
毛
沢
東
の
庇
護

を
受
け
た
。
文
学
と
し
て
は
詩
集
『
女
神
』、
戯
曲
『
屈
原
』
な
ど
が
あ
り
、
甲

骨
学
・
金
文
学
に
お
い
て
は
『
甲
骨
文
字
研
究
』（
一
九
三
一
）、『
両
周
金
文
辞

大
系
』（
一
九
三
二
）、『
卜
辞
通
纂
』（
一
九
三
三
）、『
古
代
銘
刻
彙
考
、
続
編
』

（
一
九
三
四
）、『
青
銅
器
研
究
要
纂
』（
一
九
三
五
：
図
6
）、『
殷
契
粋
纂
』

（
一
九
三
七
）、『
商
周
古
文
字
類
纂
』（
一
九
四
四
）、『
中
国
古
代
社
会
研
究
』

（
一
九
四
七
）
な
ど
が
あ
る
。
彼
も
「
甲
骨
四
堂
」
の
ひ
と
り
で
あ
る

図 5（1914）

図 6（1935）
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第
十
三
號

二
五

八
）
董
作
賓
（
一
八
九
五－

一
九
六
三
）
は
中
華
民
国
の
甲
骨
学
者
で
あ
り
、
羅

振
玉
（
雪
堂
）、
王
国
維
（
観
堂
）、
郭
沫
若
（
鼎
堂
）
に
連
な
る
「
甲
骨
四
堂
」

の
ひ
と
り
で
あ
る
。
董
作
賓
自
身
は
平
廬
と
号
し
て
い
る
。
河
南
省
南
陽
府
の
出

身
で
あ
り
、
北
京
大
学
卒
業
後
、
中
央
研
究
院
歴
史
言
語
研
究
所
の
研
究
員
と
な

り
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
殷
墟
の
発
掘
を
行
な
い
、
の
ち
台
湾
に

渡
り
、
一
九
四
八
年
に
台
湾
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
甲
骨
文
字
を
そ
の
様
式
に
よ

り
五
期
に
区
分
（
第
一
期
：
武
丁
時
代
、
第
二
期
：
祖
庚
・
祖
甲
時
代
、
第
三
期
：

廩
辛
・
康
丁
時
代
、
第
四
期
：
武
乙
・
文
丁
時
代
、
第
五
期
：
帝
乙
・
帝
辛
時
代
）

し
、当
初
、絵
画
的
な
性
質
を
も
っ
た
「
馬
」
や
「
鹿
」
の
ま
ち
ま
ち
の
形
を
も
っ

た
甲
骨
文
が
、
次
第
に
一
定
の
字
画
文
字
に
変
遷
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
（
雄
偉
・

勤
直
・
頽
靡
・
頸
峭
・
厳
整
）
を
明
ら
か
に
し
た
点
や
、
刻
線
の
中
に
朱
や
墨
で

書
か
れ
た
筆
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
殷
代
に
お
け
る
筆
の
使
用
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
な
ど
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
甲
骨
学
の
大
成
者
と
言
わ
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
く『
新
獲
卜
辞
写
本
』（
一
九
二
八
）、『
商
代
卜
亀
之
推
測
』（
一
九
二
九
）、

『
民
国
十
七
年
試
掘
安
陽
小
屯
報
告
書
』（
一
九
二
九
）、『
甲
骨
文
断
代
研
究
例
』

（
一
九
三
二
：
図
7
）、『
甲
骨
年
表
』（
一
九
三
七
）、『
殷
暦
譜
』（
一
九
四
五
）、『
小

屯
・
殷
墟
文
字
甲
編
』（
一
九
四
八
）、『
小
屯
・
殷
墟
文
字
乙
編
』（
一
九
四
九
）、

『
中
国
古
暦
與
世
界
古
暦
』（
一
九
五
〇
）、『
五
十
年
来
考
訂
殷
代
世
系
的
検
討
』

（
一
九
五
二
）、『
甲
骨
学
五
十
年
』（
一
九
五
五
）、『
殷
墟
文
字
外
編
』（
一
九
五
六
）

な
ど
を
著
わ
し
た
。

九
）
于
省
吾
（
一
八
九
六－

一
九
八
四
）
は
中
国
古
文
字
学
者
で
あ
り
、
遼
寧
省

海
城
県
の
出
身
で
あ
る
。一
九
一
九
年
に
奉
天
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
、

奉
天
省
教
育
庁
科
員
と
な
り
、
一
九
二
八
年
に
奉
天
萃
升
書
院
院
監
と
な
り
、

一
九
三
一
年
以
後
、
輔
仁
大
学
講
師
、
教
授
、
北
京
大
学
教
授
を
経
て
、
燕
京
大

学
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
一
九
五
二
年
に
故
宮
博
物
院
専
門
委
員
と
な
り
、
中
国

訓
詁
学
会
顧
問
な
ど
を
務
め
て
、
一
九
五
五
年
に
東
北
人
民
大
学
（
吉
林
大
学
）

の
歴
史
系
教
授
と
な
り
、
古
文
字
研
究
室
主
任
兼
学
術
委
員
会
委
員
な
ど
の
任
に

就
い
た
が
、
一
九
八
四
年
に
亡
く
な
っ
た
。
主
な
編
著
書
に
『
甲
骨
文
字
釈
林
』

（
一
九
七
九
：
図
8
）、『
商
周
金
文
録
遺
』（
一
九
九
三
）
な
ど
が
あ
る
。

一
〇
）
陳
夢
家
（
一
九
一
一－

一
九
六
六
）
は
中
国
の
考
古
学
者
で
あ
り
、
南
京

の
出
身
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
に
国
立
第
四
中
山
大
学
（
南
京
大
学
）
を
卒
業
し

た
あ
と
、
燕
京
大
学
に
進
み
、
一
九
三
四
年
か
ら
三
六
年
ま
で
容
庚
教
授

（
一
八
九
四－
一
九
八
三
：
一
九
二
五
年
に
『
金
文
編
』、
一
九
三
三
年
に
「
殷
墟 図 7（1932）
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卜
辞
」
を
著
わ
す
。『
金
文
編
』
は
一
九
八
五
年
に
馬
国
権
・
張
振
林
に
よ
り
増
補

さ
れ
て
い
る
。
図
9
）
の
も
と
で
古
文
字
学
を
専
攻
、
一
九
四
四
年
か
ら
四
七
年
ま

で
シ
カ
ゴ
大
学
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
、
清
華
大
学
中
国
文
学
科
で
甲
骨
学
や
西
周

の
青
銅
器
、
木
簡
・
竹
簡
の
研
究
に
邁
進
し
、
中
国
を
代
表
す
る
古
文
字
学
者
、
考

古
学
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
初
期
の
論
文
に
は
「
古
文
字
中
之
商
周
祭
祀
」

（『
燕
京
学
報
第
一
九
期
』
一
九
三
六
）、「
商
代
的
神
話
與
巫
術
」（『
燕
京
学
報
第

二
〇
期
』
一
九
三
六
）
な
ど
が
あ
る
。
一
九
五
一
年
以
降
、
政
治
的
判
断
に
よ
り
冷

遇
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
資
料
調
査
や
著
述
を
す
す
め
、
一
九
五
七

年
に
は
「
慎
重
一
点
〝
改
革
〞
漢
字
」「
関
於
漢
字
的
前
途
」
な
ど
の
論
文
を
発
表
、

一
九
五
九
年
に
甘
粛
省
武
威
市
漢
墓
か
ら
「
武
威
漢
簡
」
が
発
見
さ
れ
た
の
を
う

け
て
、
一
九
六
〇
年
に
甘
粛
省
に
出
向
い
て
出
土
資
料
の
整
理
を
行
な
い
多
数
の

論
文
を
発
表
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所
に
復
職
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
六
年
に
勃
発
し
た
文
化
大
革
命
の
最
中
に
縊
首
自
殺
を

し
て
い
る
が
、
享
年
五
五
歳
で
あ
っ
た
。
一
九
七
九
年
に
社
会
科
学
院
考
古
学
研

究
所
は
陳
夢
家
の
た
め
に
哀
惜
の
念
を
こ
め
て
追
悼
会
を
実
施
し
て
い
る
。
著
作

に
『
解
放
後
甲
骨
的
新
資
料
和
整
理
研
究
』（
一
九
五
四
）、「
殷
代
銅
器
」（『
考
古
』

第
七
冊　

一
九
五
四
）、『
殷
墟
卜
辞
綜
述
』（
一
九
五
六
）、『
漢
簡
綴
述
』

（
一
九
八
〇
）、『
西
周
年
代
考　

六
国
紀
年
』（
二
〇
〇
五
：
図
10
）
が
あ
る
。『
年

代
考
』
附
表
の
な
か
で
「
夏
」
の
年
代
を
紀
元
前
二
一
〇
〇
〜
前
一
六
〇
〇
年
の

約
五
〇
〇
年
と
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、「
聖
書
年
代
学
」
の
「
バ
ベ
ル
の
塔
」

に
関
す
る
年
代
観
と
も
整
合
し
て
い
て
、
興
味
と
関
心
を
ひ
く
も
の
が
あ
る
。

図 8（1979）

図 9（1985）
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第
十
三
號

二
七

中
国
で
の
こ
の
期
間
、
日
本
に
お
け
る
研
究
略
史
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
次

に
そ
の
並
行
関
係
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

《
日
本
に
お
け
る
甲
骨
文
・
金
石
文
研
究
略
史
》

一
）
林
泰
輔
（
一
八
五
四－

一
九
二
二
）
は
日
本
に
お
け
る
漢
学
者
（
千
葉
県
出

身
）
で
あ
り
、
日
本
甲
骨
学
の
先
駆
者
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。
東
京
高
等

師
範
学
校
教
授
で
も
あ
っ
た
が
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
一
九
〇
三
（
明
治

三
六
）
年
に
中
国
で
甲
骨
文
字
の
拓
本
集
で
あ
る
劉
鶚
の
『
鉄
雲
蔵
亀
』
が
出
版

さ
れ
る
と
非
常
な
興
味
を
覚
え
、
未
知
の
文
字
解
読
に
挑
む
こ
と
に
な
る
。
甲
骨

文
字
資
料
が
日
本
へ
初
め
て
流
入
し
た
の
は
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
の
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
東
京
の
文
求
堂
書
店
が
甲
骨
一
〇
〇
余
片
を
入
手
し
、
林
や
後

述
の
内
藤
湖
南
ら
の
学
者
に
分
売
し
た
こ
と
を
嚆
矢
と
す
る
。
林
は
す
ぐ
さ
ま
研

究
に
着
手
し
同
年
の
『
史
学
雑
誌
』
第
二
〇
巻
八
、九
、
一
〇
号
に
「
清
国
河
南

省
湯
陰
県
（
正
し
く
は
安
陽
県
）
発
見
の
亀
甲
獣
骨
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文

を
掲
載
し「
亀
甲
獣
骨
は
殷
代
王
室
に
属
せ
り
し
卜
人
の
掌
り
し
遺
物
な
る
べ
し
」

と
そ
の
本
質
を
論
破
し
た
。
当
時
、『
鉄
雲
蔵
亀
』（
一
九
〇
三
）
の
劉
鶚
や
『
名

原
』（
一
九
〇
五
）
の
孫
詒
譲
が
ま
だ
定
見
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
開
陳

さ
れ
た
林
の
指
摘
に
は
大
な
る
学
史
的
意
義
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
林
の
論
文
は

一
九
一
〇
年
に
羅
振
玉
に
も
郵
送
さ
れ
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
た
。
羅
振
玉
は
自

身
の
所
蔵
し
て
い
る
甲
骨
文
字
を
改
め
て
検
討
し
、
甲
骨
文
中
に
殷
の
帝
王
の
名

前
を
一
〇
余
発
見
す
る
と
と
も
に
、
甲
骨
の
出
土
地
が
殷
墟
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
一
九
一
〇
年
に
『
殷
商
貞
卜
文
字
考
』
一
巻
を
著
わ
す
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
林
自
身
も
そ
の
後
の
諸
家
所
蔵
の
甲
骨
片
を
集
成
し
て
「
殷
墟
の
遺
物
研

究
に
就
て
」（『
東
亜
之
光
』
第
一
四
巻
五
〜
八
号　

一
九
一
九
）、「
亀
甲
獣
骨
文

に
見
え
た
る
地
名
」（『
支
那
上
代
之
研
究
』
一
九
一
九
）、『
亀
甲
獣
骨
文
字
』

（
一
九
二
一
：
図
11
）
な
ど
を
著
わ
し
、
実
物
資
料
に
基
づ
く
甲
骨
学
研
究
の
方

向
性
を
指
し
示
し
た
点
で
大
き
な
足
跡
を
遺
し
た
。

二
）
白
鳥
庫
吉
（
一
八
六
五－

一
九
四
二
）
は
日
本
の
歴
史
学
者
（
東
洋
史
）
で

あ
り
（
千
葉
県
出
身
）、
学
習
院
教
授
（
一
八
八
六－

一
九
二
一
）
を
経
た
あ
と
、

東
京
帝
国
大
学
教
授
（
一
九
〇
四－

一
九
二
五
）
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
史
全
体
に

精
通
し
、
日
本
上
代
史
を
初
め
、
朝
鮮
史
、
塞
外
民
族
史
、
西
域
史
研
究
な
ど
に

お
い
て
大
き
な
業
績
を
遺
し
た
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
「
倭
女
王
卑
弥

呼
考
」（『
東
亜
之
光
』
第
五
巻
第
六
号
）
を
著
わ
し
「
邪
馬
台
国
九
州
説
」
を
主

張
、
京
都
帝
国
大
学
の
内
藤
湖
南
が
「
卑
弥
呼
考
」（『
芸
文
』
第
一
巻
第
三
号
）
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二
八

を
著
わ
し
「
邪
馬
台
国
畿
内
説
」
を
主
張
す
る
と
い
う
「
邪
馬
台
国
論
争
」
で
も

著
名
と
な
っ
た
。
東
宮
時
代
の
昭
和
天
皇
の
教
育
（
一
九
一
四－
一
九
二
〇
）
に

も
携
わ
り
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
設
立
の
東
洋
文
庫
理
事
長
な
ど
も
務

め
た
。「
烏
孫
に
つ
い
て
の
考
」（
一
九
〇
〇
）、「
西
域
史
上
の
新
研
究
」

（
一
九
一
一
）、「
大
宛
国
考
」（
一
九
一
六
）、「
塞
民
族
考
」（
一
九
一
七－

一
九
一
九
）、「
粟
特
国
考
」（
一
九
二
四
）、「
條
支
国
考
」（
一
九
二
六
）、「
仏
教

東
漸
の
伝
説
」（
一
九
三
五
）
な
ど
、
優
れ
た
数
多
く
の
論
文
（『
西
域
史
研
究
』

上
下　

一
九
八
一
に
所
収
）を
遺
し
た
。
甲
骨
文
・
金
文
の
研
究
に
専
門
的
に
入
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
を
代
表
す
る
東
洋
史
・
文
献
学
派
の

中
枢
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
甲
骨
文
の
発
見
と
研
究
の
時
期
と
も
重
な
る
人
物
で
あ

る
の
で
特
記
し
た
。

三
）
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六－

一
九
三
四
）
は
日
本
の
東
洋
史
学
者
で
あ
り
（
秋

田
県
出
身
）、
秋
田
師
範
学
校
を
卒
業
（
こ
の
間
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
通
い
、
ア

メ
リ
カ
人
の
ガ
ル
ス
ト
・
ス
ミ
ス
に
つ
い
て
『
万
国
史
』
な
ど
を
学
ん
で
い
る
）

し
た
あ
と
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
上
京
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
世
界

に
入
っ
た
。
仏
教
雑
誌
「
明
教
新
誌
」
の
記
者
を
経
て
、「
日
本
人
」「
大
阪
朝
日

新
聞
」「
台
湾
日
報
」「
万
朝
報
」
な
ど
の
編
集
に
携
わ
り
、
日
露
戦
争
に
お
い
て

は
開
戦
論
を
展
開
し
た
と
さ
れ
る
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
京
都
帝
国
大

学
に
招
か
れ
（
東
洋
史
学
講
座
講
師
）、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
教
授
と

な
り
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
の
辛
亥
革
命
に
よ
る
中
国
の
考
証
学
者
羅
振

玉
ら
の
日
本
亡
命
と
京
都
で
の
学
際
に
よ
り
、
亀
甲
獣
骨
文
字
資
料
、
中
国
青
銅

器
、
古
鏡
、
古
璽
印
資
料
な
ど
、
実
物
資
料
に
よ
る
東
洋
史
研
究
は
大
い
に
加
速

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
六
〇
歳
定
年
ま
で
京
都
帝

国
大
学
で
東
洋
史
を
担
当
し
、
狩
野
直
喜
（
一
八
六
八－

一
九
四
七
）・
桑
原
隲

蔵
（
一
八
七
一－

一
九
三
一
）・
羽
田
亨
（
一
八
八
二－

一
九
五
五
）
な
ど
と
共

に
「
京
都
支
那
学
」
を
形
成
し
た
。
こ
の
間
、
政
治
家
犬
養
毅
（
木
堂
：

一
八
五
五－

一
九
三
二
）
ら
と
も
深
い
交
遊
を
も
っ
た
（『
月
刊
雑
誌
木
堂
』

一
九
二
一
参
照
）
が
、
退
官
後
も
読
書
や
著
述
の
日
々
を
過
ご
し
、
彼
の
主
な
著

作
は
『
内
藤
湖
南
全
集
』（
一
九
六
九
）
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
三
六
（
昭

和
一
一
）
年
に
発
行
さ
れ
た
『
東
洋
文
化
史
研
究
』（
図
12
）
に
は
一
九
一
七
（
大

正
六
）
年
に
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
催
の
講
演
と
し
て
話
さ
れ
た
「
支
那
上
古
の
社

会
状
態
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
「
口
」
へ
の
言
及
が
あ
り
祭
の
「
横

の
形
は
肉
を
供
へ
る
こ
と
を
表
し
」
祝
の
口
は
「
神
様
の
前
に
跪
い
て
口
で
モ
グ
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二
九

モ
グ
言
っ
て
居
る
形
」と
説
明
し
て
い
る
点
な
ど
は
興
味
を
ひ
く
。
一
九
二
一（
大

正
一
一
）
年
の
『
考
古
学
雑
誌
』
第
一
二
巻
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
殷
虚
に
就

て
」
な
ど
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、先
に
述
べ
た
「
邪
馬
台
国
畿
内
説
」

や
「
唐
宋
変
革
論
」
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、『
支
那
論
』（
一
九
三
八
）、『
支

那
絵
画
史
』（
一
九
四
〇
）、『
支
那
上
古
史
』（
一
九
四
四
）
な
ど
、
そ
の
専
門
領

域
は
広
範
で
あ
る
。
最
近
で
は
『
東
洋
文
化
史
研
究
』
の
中
国
語
訳
（
復
旦
大
学

出
版
社　

二
〇
一
六
）
な
ど
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
湖
南
は
実
物
資
料
の
蒐
集
と
い
う
点
で
も
優
れ
た
鑑
識
の
眼
を
有

し
て
い
た
。
最
古
の
部
首
別
漢
字
字
典
と
さ
れ
る
後
漢
の
許
慎
に
よ
る
『
説
文
解

字
』
は
和
帝
の
永
元
一
二
（
一
〇
〇
）
年
に
完
成
し
、安
帝
の
建
光
元
（
一
二
一
）

年
に
息
子
の
許
沖
に
よ
っ
て
奉
呈
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
の
元
和
一
五

（
八
二
〇
）
年
に
書
写
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
北
宋
の
徐
鉉
・
徐
鍇

が
校
訂
す
る
前
の
『
説
文
解
字
木
部
残
巻
』（
縦
二
五
・
四
㎝
×
全
長
二
四
三
㎝

を
測
り
、
木
部
の
一
部
の
六
葉
一
八
八
字
を
記
す
。
跋
や
鑑
蔵
印
か
ら
南
宋
の
宮

廷
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
）
と
遭
遇
、
そ
れ
を
湖
南
は
清
末
の
莫
友
之

か
ら
譲
り
受
け
て
所
有
、
死
後
、
そ
れ
は
大
阪
の
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋

の
所
蔵
と
な
り
、
現
在
は
国
宝
指
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
篆
書
部
分
の
懸
針
篆
を

原
本
に
想
定
す
る
と
き
、
こ
の
書
写
本
の
淵
源
の
時
代
は
魏
晋
に
ま
で
遡
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。

四
）
諸
橋
轍
次
（
一
八
八
三－

一
九
八
二
）
は
漢
字
の
研
究
者
で
あ
り
（
新
潟
県

出
身
）、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
同
校

に
勤
務
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
大
修
館
の
創
業
者
鈴
木
一
平
か
ら
『
大

漢
和
辞
典
』
の
構
想
を
も
ち
こ
ま
れ
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
着
手
、
徹

底
的
な
語
彙
の
収
集
と
出
典
の
明
確
化
を
基
本
方
針
と
し
た
世
界
最
大
の
辞
書
づ

く
り
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
あ
た
り
か
ら
原
田

種
成
が
加
わ
っ
て
実
質
的
な
辞
書
編
纂
が
進
捗
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

十
数
年
を
か
け
て
積
み
上
げ
て
き
た
『
大
漢
和
』
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

二
月
二
五
日
の
東
京
大
空
襲
に
よ
る
大
修
館
本
社
の
罹
災
に
よ
り
、
組
み
あ
が
っ

て
い
た
印
刷
用
の
版
は
全
て
焼
失
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
一
九
五
〇
（
昭
和

二
五
）
年
に
、
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
が
中
心
と
な
り
、
完
成
し
て
い
た
巻
と
校

正
刷
り
を
基
に
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
〇
月
に
石

井
茂
吉
作
成
の
写
真
植
字
を
使
用
し
た
『
大
漢
和
辞
典
』
第
一
巻
の
組
版
を
開
始
、

一
九
五
五
年
一
一
月
に
第
一
巻
を
発
行
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
遂
に
全

図 12（1936）



東
洋
文
字
文
化
研
究

三
〇

一
三
巻
（
本
体
一
二
巻
及
び
索
引
巻
）
を
完
成
す
る
と
い
う
言
葉
で
は
言
い
尽
く

せ
な
い
労
苦
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
諸
橋
は
大
東
文
化
学
院
、
国
学
院
大
学
に
お

い
て
講
義
、
の
ち
に
都
留
文
科
大
学
初
代
学
長
の
任
も
果
た
し
た
。
一
九
六
一
年

以
降
も
修
訂
作
業
を
す
す
め
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
は
『
中
国
古
典
名

言
辞
典
』、一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
に
は
『
廣
漢
和
辞
典
』（
図
13
）
を
刊
行
し
、

同
年
九
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
な
お
諸
橋
亡
き
あ
と
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
の

修
訂
第
二
版
の
お
り
に
「
語
彙
索
引
」（
第
一
四
巻
）
を
、
二
〇
〇
〇
（
平
成

一
二
）
年
に
は
八
〇
四
漢
字
と
三
万
三
千
余
の
語
彙
を
収
集
し
た
「
補
巻
」（
第

一
五
巻
）
を
出
版
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
八
日
に
は
大
修
館
書
店
創
業
一
〇
〇

周
年
を
記
念
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
に
よ
る
「
大
漢
和
辞
典
デ
ジ
タ
ル
版
」
の
出

版
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
『
大
漢
和
』『
廣
漢
和
』
に
関
わ
っ
た
人
々
は
必
ず
し

も
専
門
的
な
甲
骨
文
・
金
文
の
研
究
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、『
説
文

解
字
』
の
篆
文
や
甲
骨
文
・
金
文
の
解
字
例
あ
わ
せ
て
一
四
〇
〇
〇
種
を
登
載
し

た
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
大
き
な
功
績
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

五
）
加
藤
常
賢
（
一
八
九
四－

一
九
七
八
）
は
中
国
古
代
学
者
で
あ
り
（
愛
知
県

出
身
）、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
あ
と
、
京
城

帝
国
大
学
、広
島
文
理
科
大
学
教
授
と
な
り
、一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
「
支

那
古
代
家
族
制
度
」
で
文
学
博
士
号
を
取
得
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
東

京
大
学
中
国
哲
学
科
教
授
と
な
る
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
か
ら
東
大
文
学

部
中
国
哲
学
研
究
室
内
に
日
本
甲
骨
学
会
（
一
九
八
〇
年
ま
で
『
甲
骨
学
』
を

一
二
号
ま
で
刊
行
）
が
置
か
れ
て
お
り
、「
幸
字
に
つ
い
て
」
な
ど
の
論
文
を
積

極
的
に
掲
載
し
て
い
る
。
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
定
年
退
官
し
た
あ
と
は

二
松
学
舎
大
学
教
授
を
務
め
た
。
著
書
と
し
て
は
『
荀
子
』（
一
九
二
三
）、『
支

那
古
代
家
族
制
度
研
究
』（
一
九
四
〇
）、『
中
国
思
想
史
』（
監
修
一
九
五
二
）、『
教

育
漢
字
字
源
辞
典
』（
一
九
五
六
）、『
漢
字
の
起
原
』（
一
九
七
〇
：
図
14
）、『
漢

字
の
発
掘
』（
一
九
七
一
）、『
中
国
故
事
成
語
辞
典
』（
一
九
七
九
）、『
中
国
古
代

文
化
の
研
究
』（
一
九
八
〇
）
な
ど
が
あ
る
。『
漢
字
の
発
掘
』
序
の
中
で
「『
漢

字
の
起
原
』
は
形
・
音
・
義
の
三
者
に
亙
っ
て
、
厳
密
に
書
い
た
研
究
書
で
あ
っ

た
」
と
し
、『
中
国
故
事
成
語
辞
典
』
の
解
説
に
お
い
て
も
「
甲
骨
文
字
が
神
に

対
す
る
占
い
の
こ
と
ば
を
亀
の
甲
羅
（
腹
甲
）
や
動
物
の
骨
に
刻
ん
で
保
存
し
た

こ
と
」「
神
に
さ
さ
げ
る
青
銅
器
類
に
、
そ
の
製
作
目
的
・
制
作
者
名
な
ど
を
鋳

た
り
彫
っ
た
り
し
た
金
文
」
な
ど
「
こ
の
原
始
漢
字
が
神
と
つ
な
が
り
を
も
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、文
字
に
一
種
の
神
聖
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

図 13（1982）
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三
一

爾
後
の
漢
字
と
い
う
文
字
の
古
代
文
化
に
お
け
る
位
置
を
規
定
」
し
た
と
の
立
場

で
研
究
を
進
め
た
。

六
）
島
邦
男
（
一
九
〇
八－

一
九
七
七
）
は
中
国
古
典
学
者
で
あ
り
（
青
森
県
出

身
）、
日
本
の
本
格
的
な
甲
骨
学
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
に
官
立
弘

前
高
等
学
校
を
、
一
九
三
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
支
那
文
学
科
を
卒
業
、
東
大
時

代
に
恩
師
宇
野
哲
人
（
一
八
七
五－

一
九
五
六
）
の
影
響
も
あ
っ
て
甲
骨
文
研
究

に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
宇
野
哲
人
は
「
甲
骨
文
偽
作
説
」
の
立
場
に
あ
っ
た
）。

卒
業
後
、
満
州
新
京
（
長
春
）
師
範
学
校
等
を
へ
て
、
一
九
五
〇
年
か
ら

一
九
七
四
年
の
定
年
退
職
ま
で
弘
前
大
学
文
理
学
部
に
務
め
、
こ
の
間
、

一
九
六
一
年
に
『
殷
墟
卜
辞
の
研
究
』
に
よ
り
、
東
京
大
学
よ
り
文
学
博
士
号
を

授
与
さ
れ
て
い
る
。
甲
骨
文
研
究
に
よ
る
博
士
学
位
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
。
弘
前
大

学
で
の
『
祭
祀
卜
辞
の
研
究
』（
一
九
五
三
）
を
初
め
、日
本
甲
骨
学
会
へ
の
「
卜

辞
に
於
け
る
先
王
の
称
謂
」（
一
九
五
一
）、「
貞
人
補
正
」（
一
九
五
六
）、「
亜
の

官
職
」（
一
九
五
八
）、「
甲
骨
卜
辞
地
名
通
検
」（
一
九
五
八
）
な
ど
、
甲
骨
文
手

写
の
論
文
を
幾
つ
も
寄
稿
し
て
い
る
。
と
り
わ
け『
殷
墟
卜
辞
綜
類
』（
一
九
六
七
）

及
び
『
増
訂
殷
墟
卜
辞
綜
類
』（
一
九
七
一
：
図
15
）
は
甲
骨
文
研
究
の
古
典
的

名
著
と
称
さ
れ
て
い
る
。

七
）
池
田
末
利
（
一
九
一
〇－

二
〇
〇
〇
）
は
日
本
の
中
国
哲
学
者
で
あ
り
（
福

岡
県
出
身
）、
大
東
文
化
学
院
を
卒
業
後
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
広
島

文
理
科
大
学
を
卒
業
し
、一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
北
京
大
学
で
学
び
、

一
九
五
五
年
に
「
中
国
に
於
け
る
祖
先
崇
拝
の
溯
源
的
研
究
、
並
に
そ
の
天
・
地

神
崇
拝
と
の
関
係
」
で
東
京
大
学
文
学
博
士
と
な
り
、広
島
大
学
文
学
部
に
奉
職
、

図 14（1970）

図 15（1971）



東
洋
文
字
文
化
研
究

三
二

一
九
七
三
年
に
定
年
退
官
し
た
あ
と
名
誉
教
授
と
な
り
、
大
東
文
化
大
学
教
授
や

学
長
を
務
め
た
。
日
本
甲
骨
学
会
に
所
属
し
「
殷
虚
書
契
後
編
釈
文
《
一
〜
六
》」

（
一
九
五
六
〜
一
九
六
四
）、「
島
氏
『
殷
虚
卜
辞
研
究
』
を
読
む
《
一
〜
二
》」

（
一
九
五
九
〜
一
九
六
〇
）な
ど
を
寄
稿
す
る
と
と
も
に『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
』

（
一
九
八
一
）
を
出
版
し
て
学
会
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
。

八
）
赤
塚
忠
（
一
九
一
三－

一
九
八
三
）
は
中
国
古
代
思
想
史
を
専
門
と
す
る
学

者
で
あ
り（
茨
城
県
出
身
）、一
九
三
六
年
に
東
京
帝
国
大
学
支
那
哲
学
科
を
卒
業
、

戦
争
中
は
中
国
大
陸
に
赴
き
、
陸
軍
大
尉
と
し
て
敗
戦
を
迎
え
、
一
九
五
五
年
以

来
、
東
京
大
学
に
勤
務
し
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
学
位
論
文
「
周
代
文

化
の
研
究
」
で
文
学
博
士
号
を
取
得
し
た
。
一
九
七
四
年
に
定
年
退
官
し
て
い
る

が
、
加
藤
常
賢
の
後
任
と
し
て
、
甲
骨
文
や
金
石
文
を
研
究
、
日
本
甲
骨
学
会
に

も
幹
事
と
し
て
所
属
し
「
殷
王
朝
に
お
け
る
河
の
祭
祀
と
そ
の
起
源
」

（
一
九
五
六
）、「
陳
夢
家
氏
『
殷
虚
卜
辞
綜
述
』
に
つ
い
て
」（
一
九
五
八
）、「
西

周
初
期
金
文
考
釈
《
一
〜
二
》」（
一
九
五
九
〜
一
九
六
〇
）
な
ど
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
『
中
国
古
代
の
宗
教
と
文
化
』（
一
九
七
七
）、『
赤
塚
忠
著
作
集
』
全
七

巻
（
一
九
八
六
〜
一
九
八
九
）
な
ど
を
出
版
し
た
。
著
作
集
の
内
容
は
「
中
国
古

代
文
化
史
」「
中
国
古
代
思
想
史
研
究
」「
儒
家
思
想
研
究
」「
諸
子
思
想
研
究
」「
詩

経
研
究
」「
楚
辞
研
究
」「
甲
骨
・
金
文
研
究
」
な
ど
か
ら
成
る
。
一
九
八
三
年
に

逝
去
し
た
。

九
）
藤
堂
明
保
（
一
九
一
五－

一
九
八
五
）
は
中
国
語
学
者
・
中
国
文
学
者
で
あ

り
（
三
重
県
出
身
）、
一
九
三
八
年
に
東
京
帝
国
大
学
支
那
哲
学
科
を
卒
業
、
外

務
省
研
修
員
と
し
て
北
京
へ
留
学
、
戦
時
中
は
通
訳
と
し
て
軍
務
に
従
事
し
、

一
九
四
七
年
に
復
員
、
第
一
高
等
学
校
教
授
を
経
て
、
一
九
五
〇
年
以
降
、
東
京

大
学
で
教
え
、
教
授
と
な
る
が
、
東
大
紛
争
で
全
共
闘
を
支
持
し
、
一
九
七
〇
年

に
辞
職
、
一
九
七
二
年
か
ら
は
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
、
一
九
七
六
年
か
ら
は
日

中
学
院
長
な
ど
を
務
め
た
。
専
門
は
音
韻
学
で
、
従
来
の
字
形
の
異
同
を
重
視
す

る
方
法
論
か
ら
、
字
音
の
異
同
を
重
視
す
る
方
法
論
に
基
づ
く
「
単
語
家
族
説
」

を
提
唱
し
た
。
一
九
五
七
年
に
『
中
国
語
音
韻
論
』（
江
南
書
院
）
を
出
版
、

一
九
六
二
年
に
は
「
上
古
漢
語
の
単
語
家
族
の
研
究
」
で
東
京
大
学
か
ら
文
学
博

士
号
を
授
与
さ
れ
た
。
東
京
大
学
の
加
藤
常
賢
と
と
も
に
、
一
九
七
〇
年
に
岩
波

書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
白
川
静
の
『
漢
字
』
の
全
否
定
を
行
な
い
、
白
川
か
ら
の

学
問
的
・
論
理
的
な
反
論
を
受
け
た
。
主
な
著
書
に『
漢
字
の
知
恵
』（
一
九
六
五
）、

『
漢
語
と
日
本
語
』（
一
九
六
九
）、『
漢
字
語
源
辞
典
』（
一
九
七
一
）、『
中
国
語

概
論
』（
一
九
七
九
）、『
中
国
語
音
韻
論
―
そ
の
歴
史
的
研
究
―
』（
一
九
八
〇；

光
生
館
）、『
中
国
の
歴
史
と
故
事
』（
一
九
八
五
）な
ど
が
あ
る
。
中
学
生
こ
ろ
だ
っ

た
か
、
藤
堂
氏
が
松
山
へ
講
演
に
来
ら
れ
た
時
、
東
大
の
偉
い
先
生
が
お
見
え
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
県
民
館
に
拝
聴
に
い
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

一
〇
）
松
丸
道
雄
（
一
九
三
四－　

）
は
甲
骨
金
文
学
・
中
国
古
代
史
の
専
門
家

で
あ
り
（
東
京
出
身
）、
有
名
な
篆
刻
家
松
丸
東
魚
（
一
九
〇
一－

一
九
七
五
：

著
作
に
『
東
魚
橅
古
印
存
』
一
九
七
五
、『
松
丸
東
魚
作
品
集
』
一
九
七
八
な
ど

が
あ
る
）
の
子
息
で
あ
る
。
東
京
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
を
卒
業
後
、
東
京
大

学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
等
を
経
て
、
現
在
は
名
誉
教
授
で
あ
り
、
近
年
、
中
国

西
泠
印
社
名
誉
社
員
と
も
な
ら
れ
た
。「
私
が
、
こ
の
甲
骨
学
に
は
じ
め
て
手
を

染
め
た
と
き
、
書
店
の
店
頭
に
は
、
董
作
賓
『
甲
骨
学
五
十
年
』
台
北
・
藝
文
印

書
館
、
一
九
五
五
年
が
並
ん
で
い
て
、
私
は
こ
の
小
さ
な
本
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
甲
骨
の
概
要
を
学
ん
だ
」「
私
が
若
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
の
史
料
の
研
究
環
境
は
、
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い
ま
著
し
く
変
わ
っ
た
。
一
論
文
作
成
の
資
料
蒐
め
の
た
め
に
は
、
百
点
を
超
え

る
甲
骨
著
録
書
を
ひ
と
通
り
頭
か
ら
点
検
し
て

本
を
作
成
す
る
必
要
上
、
東
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
文
学
部
中
国
哲
学
研
究
室
、
東
洋
文
庫
だ
け
で
は
足
り

ず
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
近
く
に
数
日
宿
泊
し
て
通
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
な
ど

苦
労
が
あ
っ
た
。
ま
し
て
コ
ピ
ー
機
は
な
く
、
図
書
館
で
は
概
し
て
イ
ン
ク
の
使

用
が
許
さ
れ
な
い
た
め
、
鉛
筆
で
ト
レ
ー
ス
し
て
、
夜
間
そ
の
イ
ン
キ
ン
グ
に
没

頭
し
た
。
今
昔
の
感
に
堪
え
な
い
」（『
甲
骨
文
の
話
』
二
〇
一
七
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、『
甲
骨
学
』
第
七
〜
第
一
〇
号
に
は
「
日

本
散
見
甲
骨
文
字
蒐
彙
（
一
〜
四
）」（
一
九
五
九
〜
一
九
六
四
）
や
「『
一
九
五
八

〜
一
九
五
九
年
』
殷
虚
発
掘
簡
報
に
つ
い
て
」（
一
九
六
一
）、ま
たM

.B.

ク
リ
ュ

コ
フ
の
「
卜
辞
に
見
え
た
『
衆
』
と
『
衆
人
』
に
つ
い
て
」（
一
九
六
四
）
の
翻

訳
な
ど
を
試
み
て
お
り
、「
甲
骨
金
文
関
係
文
献
目
録
」（
一
九
五
九
〜

一
九
六
一
）
の
加
藤
道
理
氏
と
と
も
に
日
本
甲
骨
学
会
の
幹
事
を
務
め
た
り
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
著
書
に
『
中
国
史
』（
一
九
九
七
）、『
論
集　

中
国
古
代

の
文
字
と
文
化
』（
一
九
九
九
）、『
殷
周
秦
漢
時
代
史
の
基
本
問
題
』（
二
〇
〇
一
）、

そ
れ
に
先
の
『
甲
骨
文
の
話
』（
二
〇
一
七
）
な
ど
が
あ
る
。『
甲
骨
文
の
話
』
に

は
「
甲
骨
文
略
説
」（
一
九
五
九
）、「
殷
人
の
観
念
世
界
」（
一
九
八
九
）、「
漢
字

形
成
期
の
字
形
」（
一
九
九
五
）、「
漢
字
起
源
問
題
の
新
展
開
」（
一
九
九
九
）、「『
甲

骨
文
合
集
』の
刊
行
と
そ
の
後
の
研
究
」（
二
〇
一
七
）な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

松
丸
道
雄
先
生
と
は
依
水
園
・
寧
楽
美
術
館
で
の
理
事
会
・
評
議
員
会
の
お
り
に
、

中
村
記
久
子
二
代
目
館
長
に
よ
り
お
引
き
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
が
、
以
後
、
賀

状
や
献
本
の
栄
に
浴
し
て
い
る
。

一
一
）
貝
塚
茂
樹
（
一
九
〇
四－

一
九
八
七
）
は
東
洋
学
者
・
中
国
古
代
史
学
者

で
あ
り
（
東
京
府
出
身
）、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部

史
学
科
を
卒
業
し
た
あ
と
、
一
九
三
二
年
に
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
研
究
員

と
な
り
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
四
月
の
改
組
に
伴
い
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
教
授
と
な
り
一
〇
月
か
ら
所
長
を
つ
と
め
た
（
一
九
五
五
年
三
月
ま
で
）。

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
の
日
本
甲
骨
学
会
の
立
ち
上
げ
に
も
尽
力
、「
甲
骨

学
の
進
む
べ
き
道
（
上
）（
下
）」（
一
九
五
一
〜
一
九
五
二
）、「
董
作
賓
氏
を
悼
む
」

（
一
九
六
四
）
な
ど
を
著
わ
し
、
こ
の
間
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
「
甲

骨
文
時
代
区
分
の
基
礎
的
研
究
」
で
京
都
大
学
か
ら
文
学
博
士
号
を
取
得
し
て
い

る
。
一
九
六
八
年
に
京
都
大
学
を
定
年
退
官
し
、
一
九
八
一
年
か
ら
は
東
方
学
会

会
長
も
つ
と
め
た
。
主
な
著
作
に
『
諸
子
百
家
』（
一
九
六
一
）、『
史
記
』

（
一
九
六
三
）、『
中
国
の
歴
史
（
上
）（
中
）（
下
）』（
一
九
六
四
、
一
九
六
九
、

一
九
七
〇
）、『
論
語
訳
注
』（
一
九
七
三
）、『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
全
一
〇
冊

（
一
九
七
六
〜
一
九
七
八
）
な
ど
が
あ
り
、
特
に
甲
骨
文
・
金
文
に
関
し
て
は
著

作
集
の
う
ち
『
中
国
の
古
代
国
家
』（
第
一
巻
）、『
中
国
古
代
の
社
会
制
度
』（
第

二
巻
）、『
殷
周
古
代
史
の
再
構
成
』（
第
三
巻
）
な
ど
の
考
察
が
深
い
。
特
に
第

一
巻
の
「
朝
と
闕
―
門
と
広
場
―
」「
中
国
古
代
人
の
国
家
像
」「
東
周
王
朝
の
成

立
と
諸
侯
国
の
独
立
」、第
三
巻
の「
亀
卜
と
筮
」「
金
文
に
現
れ
る
夏
族
意
識
」「
殷

末
周
初
の
東
方
経
略
に
つ
い
て
」
な
ど
は
示
唆
に
富
む
。
そ
の
ほ
か
編
著
と
し
て

『
古
代
殷
帝
国
』（
一
九
六
七；

新
装
版
一
九
八
四
：
図
16
）
が
あ
り
、
奈
良
女
子

大
学
大
島
利
一
教
授
の
「
竜
骨
の
秘
密
」、神
戸
大
学
の
伊
藤
道
治
助
教
授
の
「
地

上
と
地
下
と
」、
愛
知
大
学
の
内
藤
戊
申
教
授
の
「
殷
人
の
日
日
」、
立
命
館
大
学

の
白
川
静
教
授
の
「
卜
辞
の
世
界
」、
京
都
大
学
の
樋
口
隆
康
助
教
授
の
「
殷
人

の
故
郷
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
白
川
静
、
内
藤
戊
申
、
伊
藤
道
治
ら
は
日
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本
甲
骨
学
会
に
所
属
し
「
甲
骨
学
」
に
白
川
は
後
述
の
「
釈
南
」（
一
九
五
四
）、

内
藤
は
「
金
文
札
記
」（
一
九
五
六
〜
一
九
六
四
）、
伊
藤
は
「
出
土
資
料
に
よ
る

西
周
史
再
構
成
の
試
ろ
み
」（
一
九
六
一
）
な
ど
の
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。

一
二
）
白
川
静
（
一
九
一
〇－

二
〇
〇
六
）
は
漢
文
学
者
・
東
洋
学
者
で
あ
り
（
福

井
県
出
身
）、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
京
阪
商
業
を
卒
業
、
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
に
立
命
館
大
学
専
門
部
文
学
科
国
漢
学
科
に
入
学
、
一
九
三
四
年
に
文

部
省
中
等
教
育
国
語
科
免
許
を
受
け
、
一
九
三
五
年
か
ら
立
命
館
中
学
校
教
諭
と

な
り
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
立
命
館
大
学
専
門
部
国
漢
科
を
卒
業
、

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
立
命
館
大
学
法
文
学
部
漢
文
学
科
に
入
学
、

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
卒
業
し
て
同
年
に
立
命
館
大
学
予
科
教
授
、

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
専
門
学
部
教
授
、
戦
後
の
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）

年
に
文
学
部
助
教
授
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
よ
り
文
学
部
教
授
を
務
め
た
。

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
よ
り
大
阪
大
学
文
学
部
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
の
講

師
も
務
め
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
は
博
士
論
文
「
興
の
研
究
」
に
よ
り

京
都
大
学
よ
り
文
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
。
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
に

六
六
歳
で
定
年
退
職
、
特
別
任
用
教
授
に
な
り
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に

は
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
て
い
る
。

初
期
の
論
文
と
し
て
は
「
卜
辞
の
本
質
」（
一
九
四
八
）、「
帝
の
観
念
」

（
一
九
四
九
）、「
殷
の
族
形
態
」（
一
九
五
〇
）
な
ど
が
あ
り
、
一
九
五
一
年
に
設

立
の
「
日
本
甲
骨
学
会
」
に
も
そ
の
当
初
か
ら
意
欲
的
に
参
加
、『
甲
骨
学
』
に

も
「
釈
南
」（
一
九
五
四
：
図
17
）、「
蔑
暦
解
」（
一
九
五
六
）
な
ど
を
寄
稿
し
て

図 16（1967）

図 17（1954）
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い
る
。
著
書
と
し
て
は
『
甲
骨
金
文
学
論
叢
』
一
〇
集
（
一
九
五
五
〜

一
九
六
二
）、『
稿
本
詩
経
研
究
（
通
論
篇
・
解
釈
篇
）』（
一
九
六
〇；

再
版

一
九
七
〇
）、『
殷
・
甲
骨
文
集
』（
一
九
六
三
）、『
金
文
集
』（
一
九
六
四
）、『
金

文
通
釈
』（
一
九
六
二
〜
一
九
八
一
）、『
説
文
新
義
』
一
五
巻
、別
巻
一
（
一
九
六
九

〜
一
九
七
四
）
な
ど
が
あ
る
。
特
に
『
新
義
』
巻
二
所
載
の
「
告
部
二
一
」「
口

部
二
二
」
の
新
義
、
す
な
わ
ち
「
載
書
（
の
器
）
の
と
き
に
は
字
形
や
や
横
長
、

か
つ
扁
に
用
い
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
」、「（
口
耳
の
口
と
載
書
の
口
の
）「
両
者

の
形
義
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
な
い
た
め
に
生
じ
る
混
乱
」
を
指
摘
し
、
仮
説
的

に
、
含
・
名
・
吾
・
君
・
咨
・
召
・
問
・
台
・
呈
・
右
・
啻
・
吉
・
周
な
ど
の
一

群
と

・

・
咳
・
噫
・
唯
・
咄
・
噂
・
嘯
・
吐
・

な
ど
の
一
群
を
分
離
し
て

考
察
し
、
そ
の
本
質
的
相
異
を
指
摘
し
た
学
史
的
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
の

後
も
、
著
作
は
『
漢
字
』（
一
九
七
〇
）、『
金
文
の
世
界
』（
一
九
七
一
）、『
甲
骨

文
の
世
界
』（
一
九
七
二
）、『
中
国
の
古
代
文
学
』（
一
九
七
六
）、『
初
期
万
葉
論
』

（
一
九
七
九
）
な
ど
と
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
以
後
の
論
文
・
著
書
・
書
評

等
の
峰
々
は
、
周
知
の
と
お
り
枚
挙
に
遑
が
な
く
、
こ
こ
に
す
べ
て
を
採
り
あ
げ

る
こ
と
は
控
え
て
お
き
た
い
。
白
川
静
は
そ
の
後
も
「
志
あ
る
を
要
す
。
恒
あ
る

を
要
す
。
識
あ
る
を
要
す
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
姿
勢
で
ひ
た
む
き
に
し
て
精
力

的
な
研
究
を
続
け
、
字
書
三
部
作
で
あ
る
『
字
統
』（
一
九
八
四
）、『
字
訓
』

（
一
九
八
七
）、『
字
通
』（
一
九
九
六
）
を
完
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
三

年
に
は
、
津
崎
幸
博
氏
修
訂
・
津
崎
史
氏
校
正
に
よ
る
一
般
に
も
理
解
し
や
す
い

『
常
用
字
解
』
が
出
版
さ
れ
た
。

一
般
向
け
と
い
え
ば
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
四
（
平

成
一
六
）
年
一
月
ま
で
「
文
字
講
話
」
が
国
立
京
都
国
際
会
館
等
で
開
講
さ
れ
、

二
〇
〇
六
年
の
逝
去
の
お
り
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
わ
た
く
し
も
何
度
か
聴
講
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
壇
上
の
先
生
は
大
き
な
鳥
の
子
用
紙
に
甲
骨
文
・
金
文
を
自

在
に
書
し
て
講
演
さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
聴
衆
も
喜
ば
し
げ
に
講
義
に
耳
を
傾

け
、
講
話
の
あ
と
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
記
念
撮
影
ま
で
し
て
、
心
行
く
ま
で
学
び

と
交
わ
り
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
聴
衆
の
中
に
は
白
川
博
士
の

教
え
子
、
立
命
館
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
卒
業
の
方
々
も
数
多
く
交
わ
っ
て
お

ら
れ
た
が
、
主
催
者
に
よ
れ
ば
博
士
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
た
め
に
無
償
で

講
義
を
提
供
し
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
の
手
元
に
は
文
字

文
化
研
究
所
に
よ
る
「
白
川
静
『
文
字
講
話
』
Ⅰ
〜
Ⅶ
（
二
〇
〇
〇
〜

二
〇
〇
六
）」
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
白
川
学
の
最
後
の
到
達
点
を
表

現
し
た
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
白
川
博
士
は
生
涯
現
役
の
碩
学
で

あ
っ
た
。

先
生
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
三
〇
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
字
文
化
研
究
所
に
よ
る
「
白
川
静
先
生
を
偲
ぶ
会
」
は
二
〇
〇
七
（
平
成

一
九
）
年
、
二
月
一
八
日
（
日
）
の
午
前
一
一
時
か
ら
午
後
一
四
時
ま
で
、
ホ
テ

ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都
に
て
行
わ
れ
た
。
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
は
生

誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
立
命
館
大
学
内
に
蔵
書
や
直
筆
原
稿
一
八
〇
〇
〇
点
を
収

蔵
し
た
「
白
川
静
文
庫
」
が
開
設
さ
れ
、
同
時
に
『
白
川
静
文
庫
目
録
』
も
公
刊

さ
れ
た
。
白
川
静
博
士
と
の
出
遭
い
と
学
術
的
業
績
等
に
つ
い
て
は
、
後
程
「
白

川
静
博
士
と
の
出
遭
い
と
わ
た
し
の
印
学
研
究
」
の
項
目
の
中
で
ふ
れ
る
こ
と
に

す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
白
川
静
博
士
と
の
直
接
・
間
接
の
や
り
と
り
は
「
金

印
発
見
二
〇
〇
年
」
の
一
九
八
四
年
あ
た
り
か
ら
亡
く
な
ら
れ
る
二
〇
〇
六
年
あ

た
り
ま
で
続
き
、
貴
重
な
学
恩
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
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一
三
）
伊
藤
道
治
（
一
九
二
五－　

）
は
中
国
古
代
史
学
者
で
あ
り
（
愛
知
県
出

身
）、
出
土
資
料
に
よ
っ
て
殷
周
史
の
研
究
を
進
め
た
。
一
九
四
九
年
に
京
都
大

学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
し
た
あ
と
、
日
本
甲
骨
学
会
に
も
所
属
し
て
研
究
を
す

す
め
、
一
九
七
三
年
に
「
出
土
資
料
を
中
心
と
す
る
殷
周
史
の
研
究
」
で
京
都
大

学
か
ら
文
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
。
著
書
に
『
古
代
殷
王
朝
の
な
ぞ
』

（
一
九
六
七
）、『
中
国
古
代
王
朝
の
形
成　

出
土
資
料
を
中
心
と
す
る
殷
周
史
の

研
究
』（
一
九
七
五
）、『
図
説
中
国
の
歴
史
一　

よ
み
が
え
る
古
代
』（
一
九
七
六
）、

『
中
国
古
代
国
家
の
支
配
構
造　

西
周
封
建
制
度
と
金
文
』（
一
九
八
七
）
な
ど
が

あ
り
、
大
き
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
て
き
た
。
な
お
『
白
川
静
博
士
古
稀
記
念 

中

国
文
史
論

』（『
立
命
館
文
学
』
第
四
三
〇
〜
第
四
三
二
号 

一
九
八
一
）
の
中

に
も
伊
藤
氏
の
「
語
詞
〝

（
惟
）〞
の
用
法
に
関
し
て
」
と
い
う
論
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

一
四
）
考
古
学
京
都
学
派
に
お
け
る
甲
骨
文
・
金
石
文
研
究

内
藤
湖
南
（
一
八
六
六－

一
九
三
四
）
ら
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
京
都
支
那
学
の

伝
統
は
そ
の
後
、
京
都
大
学
考
古
学
派
と
も
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

濱
田
耕
作（
一
八
八
一－

一
九
三
八
）は
日
本
の
代
表
的
な
考
古
学
者
で
あ
り（
大

阪
府
出
身
）、「
日
本
近
代
考
古
学
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
り
、
青
陵
と

号
し
た
。
第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
東
京
帝
国
大

学
史
学
科
に
入
学
、
在
学
中
よ
り
『
国
華
』
の
編
集
や
『
人
類
学
雑
誌
』
に
考
古

学
・
美
術
史
の
論
文
を
寄
せ
て
い
た
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
京
都
帝
国

大
学
文
化
大
学
講
師
と
し
て
京
都
に
移
り
、
京
都
大
学
に
日
本
で
初
め
て
の
考
古

学
教
室
を
創
設
し
た
。
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
六
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
のW

.M
.F.Petrie

（
一
八
五
三－

一
九
四
二
）に
よ
る『
考

古
学
の
方
法
と
目
的
（M

ethods and Aim
s in Archaeology

）』（
一
九
〇
四
）

等
に
よ
く
精
通
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
『
考
古

学
通
論
』
を
上
梓
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
教
授
と
な
り
、
文
学
博
士
号
も

取
得
し
た
。
翌
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
『
希
臘
紀
行
』、一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
に
『
南
欧
游
記
』、そ
し
て
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
に
は
『
通
論
考
古
学
』（
図

18
）
な
ど
を
著
わ
し
、
そ
の
考
古
学
の
領
域
は
幅
広
く
、
一
九
二
五
年
に
は
東
亜

考
古
学
会
を
同
人
ら
と
創
立
し
、以
後
も
『
ミ
ハ
エ
リ
ス
氏
美
術
考
古
学
発
見
史
』

（
一
九
二
七
）、『
博
物
館
』（
一
九
二
九；

一
九
四
一
年
に
『
考
古
学
入
門
』
と
改

題
）、『
東
亜
文
明
の
黎
明
』（
一
九
三
〇
）、『
慶
州
の
金
冠
塚
』（
一
九
三
二
）、『
新

羅
古
瓦
の
研
究
』（
一
九
三
四
）、『
考
古
学
研
究
』（
一
九
三
八
）、『
日
本
美
術
史

研
究
』（
一
九
四
〇
）、『
東
洋
美
術
史
研
究
』（
一
九
四
二
）、『
東
亜
考
古
学
研
究
』

（
一
九
四
三
）
な
ど
を
出
版
し
た
。
大
阪
府
茨
木
市
所
在
千
提
寺
東
家
の
キ
リ
シ図 18（1922）
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タ
ン
遺
物
調
査
に
伴
う『
京
都
帝
国
大
学
考
古
学
研
究
報
告
』第
七
冊（
一
九
二
二
）

の
刊
行
や
『
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
一
九
三
一
）
の
出
版
な
ど
も
「
キ
リ
シ
タ
ン

考
古
学
の
草
分
け
」と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。「
殷
墟
発
見
の
大
石
磬
」

（『
東
亜
考
古
学
論
攷
』）
な
る
論
文
も
甲
骨
文
へ
の
深
い
関
心
を
示
す
大
切
な
一

作
で
あ
る
。
一
九
三
七
（
昭
一
二
）
年
に
京
都
大
学
総
長
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
翌

年
、
病
の
た
め
五
七
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

梅
原
末
治
（
一
八
九
三－
一
九
八
三
）
は
、日
本
の
東
洋
考
古
学
者
で
あ
り
（
大

阪
府
出
身
）、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
同
志
社
普
通
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
、

濱
田
耕
作
（
青
陵
）
に
見
い
だ
さ
れ
薫
陶
を
受
け
た
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年

に
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
陳
列
館
助
手
と
な
り
、
そ
の
後
、
朝
鮮
総
督
府
古
跡

調
査
委
員
、
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
所
員
を
経
て
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）

年
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
助
教
授
と
な
り
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）

年
に
は
「
支
那
青
銅
器
時
代
の
研
究
」
で
文
学
博
士
と
な
り
、
同
年
、
教
授
と
な

り
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
は
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
著
書
に
『
弥
生
土

器
形
式
分
類
聚
成
図
録
』（
一
九
一
九
）、『
鑑
鏡
の
研
究
』（
一
九
二
五
）、『
銅
鐸

の
研
究
』（
一
九
二
七
）、『
漢
三
国
六
朝
紀
年
鏡
集
録
』（
一
九
三
一
）、『
支
那
考

古
学
論
攷
』（
一
九
三
八
：
図
19
）、『
日
本
考
古
学
論
攷
』（
一
九
四
〇
）、『
朝
鮮

古
代
の
文
化
』（
一
九
四
六
）、『
朝
鮮
古
代
の
墓
制
』（
一
九
四
七
）
な
ど
が
あ
り
、

殷
周
関
係
の
著
述
と
し
て
は
『
河
南
安
陽
遺
物
の
研
究
』（
一
九
四
一
）、『
殷
墓

発
見
木
器
印
影
図
録
』（
一
九
五
九
）、『
殷
墟
』（
一
九
八
五
）
な
ど
が
あ
り
、
諸

分
野
に
わ
た
っ
て
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
。

同
じ
く
濱
田
青
陵
門
下
に
あ
っ
て
、
日
本
考
古
学
の
領
域
に
お
い
て
大
き
な
貢

献
を
果
た
し
た
者
に
大
阪
府
出
身
で
奈
良
県
橿
原
考
古
学
研
究
所
初
代
所
長
及
び

関
西
大
学
名
誉
教
授
と
な
っ
た
末
永
雅
雄
（
一
八
九
七－

一
九
九
一
：
一
九
四
八

年
に
『
近
畿
古
文
化
の
研
究
』
で
龍
谷
大
学
よ
り
文
学
博
士
号
を
取
得
））
や
兵

庫
県
出
身
で
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
文
学
博
士
と
な
っ
た
小
林
行
雄
（
一
九
一
一

－

一
九
八
九
）
な
ど
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
日
本
考
古
学
に

お
け
る
学
術
的
評
価
も
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
殷

周
史
や
中
国
古
代
文
字
学
の
研
究
と
は
直
接
的
に
は
関
連
が
薄
い
の
で
こ
こ
で
は

触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

殷
周
史
と
関
わ
る
考
古
学
京
都
学
派
の
重
要
な
研
究
者
と
し
て
、
ほ
か
に
東
洋

考
古
学
者
・
水
野
清
一
（
一
九
〇
五－

一
九
七
一
：
兵
庫
県
出
身
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
あ
と
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
と
な
り
、「
殷
商
青
銅
器
編
年
の
諸
問
題
」

（『
東
方
学
報
京
都
第
二
三
冊
』
一
九
五
三
）、『
世
界
考
古
学
大
系
』
第
六
巻　

東 図 19（1938）
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殷
周
時
代
（
一
九
五
八
）、『
殷
周
青
銅
器
と
玉
』（
一
九
五
九
）
な

ど
を
著
わ
し
た
。
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
「
雲
崗
石
窟
系
譜
」
で
京
都
大

学
か
ら
文
学
博
士
号
を
取
得
、
一
九
六
八
年
に
定
年
退
官
、
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。

「
京
大
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
」
を
率
い
、
そ

の
成
果
を
一
九
六
七
年
、
一
九
六
九
年
、
一
九
七
一
年
に
刊
行
し
て
い
る
。

な
お
一
九
五
九
年
に
水
野
清
一
・
小
林
行
雄
編
の
本
格
的
な
『
図
解
考
古
学
辞

典
』
が
出
版
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
考
古
学
徒
を
大
い
に
励
ま
し
て
く
れ
た
。
立
命
日

本
史
入
学
の
お
祝
い
と
し
て
こ
の
一
本
を
叔
母
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。

樋
口
隆
康
（
一
九
一
九－

二
〇
一
五
：
福
岡
県
出
身
）
は
一
九
四
三
年
に
京
都

帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
に
敦
煌
を
調
査
（
貝
塚
茂
樹

氏
は
『
古
代
殷
帝
国
』
あ
と
が
き
の
中
で
樋
口
助
教
授
を
「
一
九
五
七
年
五
月
、

中
国
視
察
考
古
学
団
の
一
員
と
し
て
は
じ
め
て
鄭
州
の
殷
代
遺
跡
の
発
掘
を
見
学

し
て
帰
ら
れ
た
」
人
物
と
評
し
て
い
る
）、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
以
降
は

イ
ン
ド
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
仏
教
遺
跡
を
調
査
、

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
に
教
授
と
な
り
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
に
定

年
退
官
、名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
主
な
著
作
と
し
て『
中
国
の
銅
器
』（
一
九
六
七
）、

『
古
代
中
国
を
発
掘
す
る
』（
一
九
七
五
）、『
古
鏡
』（
一
九
七
九
）、『
ガ
ン
ダ
ー

ラ
へ
の
道　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
調
査
紀
行
』（
一
九
八
〇
）、『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら

黒
塚
の
鏡
ま
で
』（
一
九
九
九
）、『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン　

遺
跡
と
秘
宝
』

（
二
〇
〇
三
）、『
図
説　

蘇
る
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
』（
二
〇
〇
三
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
貝
塚
茂
樹
『
古
代
殷
帝
国
』
一
九
六
七；

新
装
版
一
九
八
四
）
の
中
に
は
「
殷

人
の
故
郷
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
京
都
大

学
の
ほ
か
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
所
長
、
名
勝
依
水
園
・
寧
楽
美
術
館

理
事
長
な
ど
の
要
職
も
務
め
ら
れ
、
二
〇
一
五
年
に
九
五
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
な

お
執
筆
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
樋
口
隆
康
氏
の
草
稿
『
西
周
銅
器
の
研
究
』
が

「
西
周
銅
器
出
土
地
点
と
文
化
圏
地
図
」
と
と
も
に
錫
安
文
庫
に
家
蔵
さ
れ
て
い

る
。最

後
に
考
古
学
京
都
学
派
で
採
り
あ
げ
て
お
き
た
い
の
は
林
巳
奈
夫
（
一
九
二
五

－

二
〇
〇
六
：
神
奈
川
県
出
身
）
で
あ
る
。
氏
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
後
、
平
凡
社
編
集
部
に
勤
務
し
て
い
た
が
、

一
九
五
七
年
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
入
り
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）

年
に
文
学
博
士
と
な
り
、
教
授
に
昇
格
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
名
誉
教
授

と
な
っ
た
。
特
に
青
銅
器
・
玉
器
を
専
門
と
す
る
が
、「
殷
周
青
銅
器
に
現
れ
る

竜
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
報
京
都
第
二
三
冊
』
一
九
五
三
）、
日
本
甲
骨
学
会
に

も
「
安
陽
殷
虚
哺
乳
動
物
群
に
つ
い
て
」
及
び
「
甲
骨
金
文
関
係
文
献
目
録
」

（
一
九
五
八
）
な
ど
の
論
文
を
寄
せ
、
そ
の
ほ
か
『
中
国
殷
周
時
代
の
武
器
』

（
一
九
七
二
）、『
殷
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
』（
一
九
八
四
）、『
春
秋
戦
国
時
代
青

銅
器
の
研
究
』（
一
九
八
九
）、『
中
国
古
玉
の
研
究
』（
一
九
九
一
）、『
中
国
古
玉

器
総
説
』（
一
九
九
九
）
な
ど
の
業
績
が
あ
る
。

特
に
筆
者
に
と
っ
て
は
『
甲
骨
学
』
第
一
一
号
（
一
九
七
六
）
に
載
せ
ら
れ
た

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
二
月
四
日
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
開
催
さ

れ
た
「
西
周
金
文
の
辨
偽
を
め
ぐ
っ
て
」
の
座
談
は
お
も
し
ろ
い
。
そ
こ
で
は
今

ま
で
紹
介
し
て
き
た
松
丸
道
雄
先
生
を
司
会
に
、
伊
藤
道
治
・
貝
塚
茂
樹
・
林
巳

奈
夫
・
樋
口
隆
康
の
ほ
か
、
大
島
利
一
・
小
南
一
郎
・
近
藤
喬
一
・
内
藤
戊
申
・

永
田
英
正
ら
の
諸
先
生
方
が
、
一
九
六
八
年
一
一
月
一
五
日
に
立
ち
上
げ
た
「
辨
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偽
の
会
」
の
そ
の
後
の
成
果
を
互
い
に
持
ち
合
っ
て
論
議
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も

の
で
、
こ
れ
は
博
物
館
・
美
術
館
展
示
に
お
い
て
も
真
偽
の
鑑
別
な
く
展
示
さ
れ

て
い
る
現
実
が
ま
ま
あ
る
の
で
興
味
深
く
感
じ
て
い
る
。
真
偽
の
鑑
定
に
は
「
非

見
真
器
、
不
能
定
偽
」
は
王
道
で
あ
り
、
古
物
鑑
定
を
誤
認
し
た
研
究
は

気
楼

の
中
の
空
中
楼
閣
に
す
ぎ
な
い
。
永
く
従
事
し
て
き
た
『
印
章
研
究
』
に
お
い
て

は
、
そ
の
真
偽
の
鑑
定
を
含
む
研
究
の
方
法
論
を
開
示
し
て
い
る
の
で
『
日
本
印

章
史
の
研
究
』（
二
〇
〇
四
）
や
『
は
ん
こ
』（
二
〇
一
六
）、
そ
し
て
『
寧
楽
美

術
館
の
印
章
』（
二
〇
一
七
）
や
「
中
国
古
印
断
代
考
」（
二
〇
一
七
）
な
ど
を
参

照
さ
れ
た
い
。

一
五
）
篆
刻
家
園
田
湖
城
（
一
八
八
六－
一
九
六
八
）
及
び
湖
城
門
下
に
よ
る
古

璽
印
研
究
と
印
学

園
田
湖
城
は
内
藤
湖
南
ら
と
交
流
を
も
っ
た
日
本
の
篆
刻
家
で
あ
る
。

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
京
都
市
立
第
三
高
等
小
学
校
修
行
後
、
一
九
一
三

（
大
正
二
）年
頃
か
ら
京
都
の
平
安
印
会
に
作
品
を
出
品
し
は
じ
め
、一
九
一
九（
大

正
八
）
年
に
『
平

過
眼
古
璽
』
を
編
集
、
翌
年
あ
た
り
か
ら
内
藤
湖
南
の
紹
介

で
京
都
藤
井
家
に
て
中
国
古
印
を
蒐
集
整
理
し
始
め
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）

年
に
同
風
印
社
を
設
立
、
一
九
二
六
（
昭
和
元
）
年
に
、
藤
井
有
鄰
館
開
設
と
と

も
に
主
事
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
後
に
は
寧
楽
美
術
館
の
評
議
員
も
務
め
た
。
こ
の

間
、『
平

蔵
印
』（
一
九
二
一
）、『
古
璽
印
々
』（
一
九
二
七
）、『
篆
府
』（
一
九
三
一
）、

『
古

印
々
』（
一
九
三
七
）、『
黄
龍
硯
斎
周
秦
古

』（
一
九
三
八
）、『
黄
龍
硯

斎
周
秦
古

続
』（
一
九
四
〇
）、『
平

蔵
古
官
印
』（
一
九
四
一
）
な
ど
の
成
譜

に
努
め
た
。
こ
の
う
ち
の
黄
龍
硯
斎
と
は
江
西
省
臨
川
の
人
で
あ
り
、
江
寧
提
学

使
を
務
め
た
李
瑞
清（
一
八
六
七－

一
九
二
〇
）で
あ
る
。
湖
城
は
一
九
五
二（
昭

和
二
七
）年
に
京
都
国
立
博
物
館
の
門
額
を
揮
毫
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
が
、

翌
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
は
日
本
印
人
協
会
創
立
の
た
め
上
京
、
湖
城
が

議
長
を
務
め
、
準
備
委
員
と
し
て
加
藤
紫
山
と
梅
舒
適
が
出
席
し
た
。
一
九
六
七

（
昭
和
四
二
）
年
五
月
二
八
日
に
京
都
の
東
福
寺
山
内
の
東
光
寺
に
お
い
て
「
日

本
印
人
展
」
が
東
山
印
社
主
催
で
開
催
さ
れ
、「
日
本
印
人
篆
刻
・
遺
墨
・
著
書

展
観
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
園
田
湖
城
・
原
徂
山
・
中
田
勇
次
郎
・
松
谷
石
韻
・
藤

枝
晃
・
水
田
紀
久
ら
三
〇
名
の
名
前
が
記
さ
れ
、
書
画
・
刻
印
・
印
譜
・
参
考
文

献
の
各
分
野
中
、
古
典
的
な
価
値
を
も
つ
優
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
園
田
湖
城
は
大
正
・
昭
和
期
の
古
璽
印
蒐
集
を
促

し
、
尽
力
し
、「
靄
々
荘
」（
藤
井
有
鄰
館
）、「
梅
華
堂
」（
大
谷
大
学
）、「
穆
如

清
風
室
・
平

」（
園
田
湖
城
）
所
蔵
印
な
ど
の
成
譜
に
つ
と
め
、
蒐
集
か
ら
研

究
へ
の
素
地
を
つ
く
ろ
う
と
努
力
し
た
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
に
没
し
た

が
、
弟
子
に
篆
刻
家
の
加
藤
慈
雨
楼
（
一
九
〇
四－

二
〇
〇
〇
）
や
水
野
恵

（
一
九
三
一－

　

）
が
い
る
。
東
洋
学
者
で
『
日
本
の
古
印
』（
一
九
七
六
）
を
著

わ
し
た
神
田
喜
一
郎
（
一
八
九
七－

一
九
八
四
）
や
敦
煌
学
者
で
『
文
字
の
文
化

史
』（
一
九
七
一
）
を
著
わ
し
た
藤
枝
晃
（
一
九
一
一－

一
九
九
八
）
も
古
璽
印

に
関
心
を
示
し
た
。
一
九
六
九
年
に
神
田
喜
一
郎
監
修
・
加
藤
慈
雨
楼
編
の
『
平

攷
蔵
古
壐
印
選
』が
出
版
さ
れ
て
い
る（
図
20
）。
そ
し
て
こ
の
加
藤
の
室
外
に
、

藤
井
有
鄰
館
理
事
で
あ
っ
た
藤
井
守
一
に
よ
り
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
日
本
の
篆
刻

家
と
し
て
は
初
め
て
の
文
化
勲
章
受
章
者
で
あ
る
東
京
の
小
林
斗

に
よ
っ
て
も

推
薦
さ
れ
た
、一
九
八
三
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
加
藤
の
薫
陶
を
受
け
た
、

考
古
学
者
兼
印
学
家
の
久
米
雅
雄
（
一
九
四
八－　

）
が
い
る
。
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．  

わ
た
し
の
印
学
―「
金
印
奴
国
説
へ
の
反
論
」（
一
九
八
三
）

か
ら
「
日
本
の
花
押
と
戦
国
大
名
の
印
章
」（
二
〇
一
八
）

ま
で
の
書
誌

一
九
四
八
年
に
愛
媛
県
の
松
山
に
生
を
享
け
た
わ
た
く
し
の
印
学
は
公
式
に
は

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
の
「
金
印
奴
国
説
へ
の
反
論
」（『
藤
澤
一
夫
先
生
古

稀
記
念
古
文
化
論
叢
』
所
収
：
図
21
）
に
始
ま
る
。
そ
の
淵
源
は
厳
密
に
は

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
の
立
命
館
大
学
文
学
部
史
学
科
〔
日
本
史
学
専
攻
：

考
古
学
・
古
代
史
〕
三
回
生
の
お
り
の
北
山
茂
夫
先
生
の
ゼ
ミ
で
の
同
名
の
研
究

発
表
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
の
著
作
や
論
文
を
年
次
別
に
追
っ
て
み
る
と
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
大
阪
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
考
古
学
お
よ
び
美
術
工
芸
の

専
門
職
員
と
な
っ
て
か
ら
以
降
の
も
の
で
あ
る
が
、「
新
邪
馬
台
国
論
―
女
王
の

鬼
道
と
征
服
戦
争
―
」（『
北
山
茂
夫
追
悼
日
本
史
学
論
集　

歴
史
に
お
け
る
政
治

と
民
衆
』
日
本
史
論
叢
会　

一
九
八
六
：
図
22
）、「『
魏
志
倭
人
伝
』
略
解
」『
考

古
学
が
語
る
戦
争
と
差
別
』（
大
阪
人
権
歴
史
資
料
館　

一
九
八
九
）、「
中
国
古

印
の
考
古
学
的
研
究
」（『
文
部
省
科
学
研
究
費
実
績
報
告
書
』一
九
八
九
：
図
23
）、

「
日
本
古
代
印
研
究
―
そ
の
歴
史
的
・
時
系
列
的
展
開
と
律
令
国
家
の
本
質
」『
日

本
古
代
印
の
基
礎
的
研
究
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

一
九
八
九
：
図
24
）、「『
魏

志
倭
人
伝
』
に
あ
ら
わ
れ
た
る
『
邸
閣
』
に
つ
い
て
」（『
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博

物
館
研
究
報
告
』
第
二
集　

一
九
九
三
）、『
府
立
大
阪
博
物
場
旧
蔵
貨
幣
図
録
第

一
冊
』（
大
阪
府
教
育
委
員
会　

一
九
九
八
）、「
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
所

蔵　

駝
鈕
銀
印
『
晋
率
善
羌
中
郎
将
』
印
と
そ
の
史
的
周
辺
」（『
大
阪
府
立
近
つ 図 21（1983）

図 20（1969）
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四
一

飛
鳥
博
物
館
館
報
七
』
二
〇
〇
二
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
の
大

阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
発
行
の
論
文
は
中
国
杭
州
の
学
術
団
体
、
創
立
一
〇
〇

周
年
の
西
泠
印
社
の
入
選
論
文
（「
晋
率
善
羌
中
郎
将
銀
印
及
周
辺
歴
史
之
研
究
」

西
泠
印
社　

二
〇
〇
三
）
と
な
り
、
以
後
の
学
際
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
九
七
年
以
来
、
考
古
学
京
都
学
派
出
身
の
和
田
晴
吾
先
生
が
立
命
館
大
学

で
率
先
さ
れ
た
『
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
』
全
六
冊
で
は
「『
大
坂
城
跡
』
出

土
の
円
形
印
章
に
つ
い
て
―
或
る
吉
利
支
丹
大
名
の
遺
産
―
」（
Ⅰ　

一
九
九
七
）、「
倭
の
五
王
と
将
軍
章
―
東
ア
ジ
ア
の
国
家
秩
序
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
Ⅱ　

二
〇
〇
一
）、「
東
西
印
章
史
論
序
説
―
中
国
の
印
章
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

印
章
と
オ
リ
エ
ン
ト
の
印
章
―
」（
Ⅲ　

二
〇
〇
三
）、「
国
宝
金
印
『
漢
委
奴
国
王
』

の
読
み
方
と
志
賀
島
発
見
の
謎
」（
Ⅳ　

二
〇
〇
五
）、「
福
岡
県
三
雲
遺
跡
出
土

図 22（1986）図 23（1989）

図 24（1989）
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刻
書
土
器
の
文
字
学
的
検
討
―
伊
都
国
祭
祀
の
一
断
面
―
」（
Ⅴ　

二
〇
一
〇
）、

そ
し
て
和
田
晴
吾
先
生
定
年
退
職
記
念
論
集
に
は
「
景
教
印
の
研
究
」（
Ⅵ　

二
〇
一
三
）
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
ほ
か
「
立
命
館
大
学
文
学
部
考
古

学
コ
ー
ス
年
報 Digging Up

」
のVol.

二
二
（
二
〇
一
二
）
の
中
に
「
ア
ラ
ビ
ア

の
ロ
レ
ン
ス
と
考
古
学
と
印
璽
学
」
と
題
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者A.

H
.Sayce

（
一
八
四
五－
一
九
三
三
）、A.M

.F.Petrie

（
一
八
五
三－

一
九
四
二
）、

D.G.Hogarth

（
一
八
六
二－
一
九
二
七
）、C.L.W

ooley

（
一
八
八
〇－

一
九
六
〇
）、

T.E.Law
rence

（
一
八
八
八－
一
九
三
五
）、
そ
し
て
留
学
中
の
濱
田
耕
作

（
一
八
八
一－

一
九
三
八
）
先
生
に
よ
る
『
通
論
考
古
学
』（
一
九
二
二
）
へ
の
構

想
に
つ
い
て
記
し
て
お
い
た
。
こ
れ
ら
の
蓄
積
は
中
国
で
は
「
景
教
印
研
究
―
西

域
文
化
東
漸
考
序
説
―
」（
中
国
・
西
泠
印
社　

二
〇
一
三
）、「
日
本
奈
良
法
隆

寺
所
傳
烙
印
十
字
考
―
漢
魏
晋
南
北
朝
『
胡
印
』
及
唐
宋
元
『
景
教
印
研
究
』
―
」

（
中
国
・
西
泠
印
社　

二
〇
一
四
）
へ
と
発
展
し
、
社
長
会
議
に
よ
る
論
文
審
査

で
名
誉
社
員
と
な
り
、
国
内
で
は
第
一
五
回
松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業
に
「
松
本

清
張
『
火
の
路
』
と
漢
魏
晋
以
来
『
胡
印
』
お
よ
び
『
景
教
印
』
等
の
研
究
―
印

章
の
世
界
に
ペ
ル
シ
ア
文
化
と
そ
の
東
漸
を
よ
む
―
」（
北
九
州
市
立
松
本
清
張

記
念
館
、
二
〇
一
五
）
が
選
定
さ
れ
、「
松
本
清
張
『
火
の
路
』
と
ペ
ル
シ
ア
文

化
の
飛
鳥
東
漸
」『
松
本
清
張
研
究
』第
一
六
号　
（
同
館　

二
〇
一
五
）に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
、
二
〇
〇
一
年
に
学
位
論
文
『
日
本
印
章
史
の
研
究
』
で
博
士
号
〔
文

学
〕
を
取
得
（
二
〇
〇
四
年
に
雄
山
閣
よ
り
出
版
：
図
25
）
し
た
の
で
あ
る
が
、

論
文
審
査
者
た
ち
に
よ
れ
ば
「
日
本
の
考
古
学
で
、
印
章
研
究
で
学
位
を
取
得
し

た
も
の
は
い
ま
だ
ひ
と
り
も
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
励
む
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
の
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
定
年
退
職
以
後
、
大
阪
芸
術
大
学
客
員

教
授
と
し
て
研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
二
〇
〇
一
年
以
降
の
論
考
は
す
べ
て
、
学

位
取
得
後
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
数
年
は
『
は
ん
こ
』（
も
の
と
人
間
の
文

化
史
一
七
八　

法
政
大
学
出
版
局　

二
〇
一
六
：
図
26
）
や
『
寧
楽
美
術
館
の
印

章
―
方
寸
に
あ
ふ
れ
る
美
―
』（
思
文
閣　

二
〇
一
七
：
図
27
）
等
を
執
筆
・
監

修
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、『
寧
楽
美
術
館
の
印
章
』
の
方
は
一
〇
〇
〇
部
印
刷

し
た
の
で
あ
る
が
、
思
文
閣
は
完
売
、
美
術
館
で
も
あ
と
一
〇
部
ほ
ど
を
残
す
の

み
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
と
は
異
な
り
、
単
な
る
美
術
図
書
以
上
に
、
真
偽

の
鑑
別
や
実
物
印
章
の
断
代
の
方
法
論
を
初
め
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
よ
り 図 25（2004）
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精
度
の
高
い
歴
史
的
復
元
に
向
か
う
た
め
の
書
籍
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
中
国
の
研
究
者
も
大
量
に
持
ち
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

中
国
と
の
国
際
学
術
研
討
会
及
び
印
学
峰
会
（
サ
ミ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
は

二
〇
〇
三
年
以
来
の
学
際
が
あ
る
が
、
中
国
語
訳
さ
れ
た
印
学
に
関
す
る
論
文
は

下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。「
晋
率
善
羌
中
郎
将
銀
印
及
周
辺
歴
史
之
研
究
」

（
二
〇
〇
三
：
図
28
）、「
日
本
古
代
印
研
究
―
官
印
、
私
印
的
歴
史
性
変
遷
與
律

令
国
家
的
質
変
」（
二
〇
〇
八
）、「
漢
魏
晋
南
宋
時
代
的
日
中
交
流
史
與
冊
封
官

印－

『
漢
委
奴
国
王
』『
親
魏
倭
王
』『
安
東
将
軍
倭
国
王
』
印
等
東
亜
的
国
家
秩

序
」（
二
〇
一
一
）、「
景
教
印
研
究－

西
域
文
化
東
漸
考
序
説
」（
二
〇
一
三
）、「
日

本
奈
良
法
隆
寺
所
傳
烙
印
十
字
考
―
漢
魏
晋
南
北
朝
『
胡
印
』
及
唐
宋
元
『
景
教

印
』
研
究
」（
二
〇
一
四
）、「『
天
皇
御
璽
』『
大
日
本
国
璽
考
』」（
嶺
南
印
社　

図 26（2016）図 27（2017）

図 28（2003）



東
洋
文
字
文
化
研
究

四
四

二
〇
一
六
）、「
日
本
絲
印
考
」（
二
〇
一
六
）、「
中
国
古
印
断
代
考－

方
寸
之
間

読
歴
史
」（
中
日
版
：
二
〇
一
七
：
図
29
）、「
日
本
花
押
與
戦
国
大
名
印
章
」（
中

日
版
：
二
〇
一
八
：
図
30
）
で
あ
る
。
日
本
語
訳
は
日
本
人
読
者
を
配
慮
し
て
か

現
在
の
と
こ
ろ
拙
稿
に
の
み
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
本
格
的
な
印
学
は
こ
れ
か
ら
で

あ
る
。
篆
刻
も
印
学
か
ら
の
学
び
を
反
映
さ
せ
ね
ば
た
だ
の
芥
で
お
わ
り
、
後
世

の
笑
い
も
の
と
な
る
の
み
で
あ
る
。
究
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
幾
つ
も
あ

る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
実
物
を
観
な
い
で
は
成
り
立
た
な
い
学
問
領
域
で
あ
る
。

以
上
に
記
し
た
と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
の
印
学
の
書
誌
、
世
間
に
出
て
か
ら
の

三
六
年
史
で
あ
る
。（
次
号
に
続
く
）

（
大
阪
藝
術
大
學
客
員
敎
授
）

図 29（2017）図 30（2018）


